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「
宮

城

県

北

部

連

続

地

震

」
、
並

び

に

「
北

海

道

十

勝

沖

地

震

」 

災

害

に

お

け

る

被

災

者

の

方

々

に

対

し

て

、

衷

心

よ

り

お

見

舞

.

い

申

し

上
げ

ま
す

。

並

び

に

、

こ

れ

ま

で

発

生

し

た

全

て

の

自

然

災

害

の

被

災

者 

の

方

々

に

対

し

て

も

謹

ん

で

お

見

舞

い

を

申

し

上

げ

ま

す

。

ふ
，"

被

災

者

の

方

々

の

健

康

回

復

と

、

一
日
も
早
い
生
活
の
復
旧

J

 

L

」

を

心

よ

り

祈

念

申

し

上

げ

ま

す

。

全
国
曹
洞
宗
青
年
会
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そうせいインフォメーション

宮
城
県
北
部
連
続
地
震
に
よ
る
被
災
者
へ
の
支
援
活
動

——

宮
城
県
曹
洞
宗
青
年
会
の
取
り
組
み 

宮

城

県

曹

洞

宗

青

年

会

会

長
.
芭

野

力
 

全

曹

青

第

十

四

期

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

研

究

委

員

会

委

員

長

以

里

口

去
る
七
月
二
十
六
日
に
発
生
し
た
宮
城 

県
北
部
連
続
地
震
に
よ
り
、
第
十
一
教
区 

(

矢

本

町•

鳴
瀬
町
・
河
南
町)

や
第
十
教
区 

の
南
郷
町
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
受
け 

ま
し
た
。
各
御
寺
院
様
か
ら
は
本
堂•

庫
裡 

の
損
壊
、
灯

籠•

墓
石
の
倒
壊
な
ど
の
被
害

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
宮
城
県
曹
洞
宗
青 

年
会
で
は
、
初
期
支
援
活
動
と
し
て
七
月 

二
十
八•

二
十
九
日
の
両
日
、
述
べ
三
十
六 

名
に
よ
り
断
水
が
続
く
矢
本
町•

河
南
町
で 

給
水
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
三 

台
に
、
五
百
リ
ッ
ト
ル
等
の
大
型
タ
ン
ク
を

緊急対策会議の様子

飲料水の配給作業

そ
れ
ぞ
れ
設
置
、
約
百
二
十
個
の
ポ
リ
タ
ン 

ク
を
用
意
し
て
、
各
地
区
の
民
生
委
員•

町 

議
会
議
員
さ
ん
な
ど
の
ご
案
内
に
よ
り
、
自 

衛
隊
の
給
水
地
点
か
ら
遠
い
地
区
を
重
点
的 

に
巡
回
し
て
、
飲
料
水
を
配
給
致
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
水
道
の
復
旧
に
伴
い
、
翌
三
十 

日
よ
り
八
月
六
日
ま
で
、
宮
城
県
寺
族
会
様 

と
協
力
し
て
、
各
四
町
の
社
会
福
祉
協
議
会 

や
避
難
所
へ
数
十
箱
の
タ
オ
ル
を
配
布
致
し 

ま
し
た
。
十
数
カ
所
の
避
難
所
へ
は
、
数
名 

に
分
か
れ
て
青
年
僧
が
御
見
舞
い
に
伺
い
、
 

避
難
生
活
を
過
す
方
々
と
お
話
を
共
に
し
ま 

し
た
。
そ
の
際
、
「
い
ろ
い
ろ
お
話
し
を
聞 

い
て
頂
け
る
の
が
嬉
し
い
」
と
の
お
言
葉
を 

多
く
の
方
か
ら
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、

十
一
月
三
日
に
は
、
地
震
の
た

め
夏
休
み
中
の
楽
し
い
行
事
が
中
止
に
な
っ 

た
子
供
達
を
対
象
に
し
た
芋
煮
会•

レ
ク
リ 

エ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

な
お
、
被
害
状
況
視
察
の
為
に
、
被
災 

後
、

い
ち
早
く
宗
務
庁
よ
り
佐
藤
総
務
部
長 

老
師
、
全
曹
青
山□

会
長
、
宮
寺
副
会
長
の 

諸
師
に
御
訪
問
を
頂
き
、
当
会
の
支
援
活
動 

の
為
、
義
援
金
を
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
。
ま 

た
、
全
国
各
地
の
方
々
か
ら
多
く
の
励
ま
し 

の
言
葉
や
御
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
場 

を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
宮
城
県
宗
務
所 

内
に
設
置
を
さ
せ
て
頂
い
た
義
援
金
専
用
口 

座
番
号
を
付
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

義

援

金

専

用

「郵
便
振
替
口
座
」 

口
座
番
号

加
入
者
名

曹
洞
宗
宮
城
県
宗
務
所
災
害
対
策
本
部

タオルを梱包し避難所へ
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そうせいインフォメーション

「二
〇
〇
三
年 

十
勝
沖
地
震
」
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

北
海
道
各
宗
務
所•

青
年
会
会
長
各
位
よ
り
ご
報
告
頂
い
た
被
害
状
況

今
回
の
「北
海
道
十
勝
沖
地
震
」
発
生
の
際
に
は
、
被
災
直
後
に
も
か 

か
わ
ら
ず
、
北
海
道
各
宗
務
所
の
青
年
会
会
長
各
位
よ
り
北
海
道
管
区 

理
事
を
通
じ
て
、
全
国
曹
洞
宗
青
年
会
執
行
部•

広
報
委
員
会
へ
、
次 

の
よ
う
な
被
災
情
況(

九
月
二
十
八
日
現
在)

を
御
報
告
頂
き
ま
し
た
。

第
一
宗
務
所 

第
二
宗
務
所

こ
れ
と
い
っ
た
大
き
な
被
害
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん 

「第
一
教
区
」

未
確
認

「第
二
教
区
」 

納
骨
堂
内
部
の
散
乱
、
本
堂
内
仏
像 

仏
具
の
転
倒
、
境
内
の
仏
像
そ
の
他 

の
倒
壊
、
破
損 

「第
三
教
区
」 

納
骨
堂
内
部
の
散
乱
、
本
堂
内
仏
像 

仏
具
の
転
倒
、
境
内
の
仏
像
そ
の
他 

の
倒
壊
、
破
損 

「第
四
教
区
」 

納
骨
堂
内
部
の
散
乱
、
本
堂
内
仏
像 

仏
具
の
転
倒
、
境
内
の
仏
像
そ
の
他 

の
倒
壊
、
破
損

「第
五
教
区
」

•

寺
籍
番
号1
9
0
番
広
尾
町
禅
林
寺 

納
骨
堂
天
井
崩
落
本
堂
壁
崩
落
庫
裡
広
間 

の
歪
み
、
向
拝
歪
み
、
仏
像
倒
壊 

•

寺
籍
番
号1
8
9
番
豊
頃
町
大
林
寺 

金

比

羅

堂

基

礎

崩

壊

納

骨

堂

開

山

堂

破 

損

境

内

墓

地

祈

念

碑

倒

壊 

•

寺
籍
番
号1
8
7
番
豊
頃
町
放
光
寺 

境
内
墓
地
倒
壊
石
塔
ず
れ
駐
車
場
地
滑
り 

•

寺
籍
番
号3
9
4
番
浦
幌
町
東
禅
寺 

本

堂

内

部

破

損

天

蓋

憧

施

崩

落

仏

像

倒 

壊
納
骨
堂
内
部
破
損

•

寺
籍
番
号4
3
2
番
忠
類
村
洞
雲
寺 

1
6
尺
大
観
音
倒
壊(

被
害
額
！
 0 O
万
程) 

納
骨
堂
本
堂
内
部
散
乱

•

寺
籍
番
号3
0
6
番
大
樹
町
大
仙
寺 

本

堂

内

部

破

損

仏

像

倒

壊

大

散

乱

葬

儀

祭
壇
全
壊

•

寺
籍
番
号2 4 8
番
足
寄
町
総
泉
寺 

馬
頭
観
音
倒
壊
境
内
大
散
乱
そ
の
他
納
骨 

堂
内
部
の
散
乱
、
本
堂
内
仏
像
仏
具
の
転
倒
、
 

境
内
の
仏
像
そ
の
他
の
倒
壊
、
破
損 

「第
六
教
区
」

納
骨
堂
内
部
の
散
乱
、
本
堂
内
仏
像 

仏
具
の
転
倒
、
境
内
の
仏
像
そ
の
他 

の
倒
壊
、
破
損 

第

三

宗

務

所

「第
一
教
区
」

未
確
認

「第
二
教
区
」

被
害
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん

「第
三
教
区
」

•

寺
籍
番
号1
9
 6
番
音
別
町
大
康
院 

本
堂
内
外
壁
一
部
崩
落

•

寺
籍
番
号4
8
3
番
釧
路
市
慈
福
寺 

本
堂
天
井
一
部
崩
落
、
天

蓋

憧

施

崩

落 

そ
の
他
納
骨
堂
内
部
の
散
乱
、
本
堂
内
仏
像
仏 

具
の
転
倒
、
境
内
の
仏
像
そ
の
他
の
倒
壊
、
破
損

「第
四
教
区
」 

「第
五
教
区
」 

「第
六
教
区
」

未未未 
確確確 
認認認

現
在
の
北
海
道
各
宗
務
所
曹
青-各

種
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
動
き 

「
『北
海
道
十
勝
沖
地
震
』
に
お
い
て
は
、
被
害
が
甚
大
且
つ
被
災
地 

域
が
広
範
囲
で
あ
り
、
現
在
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
と
自
衛
隊
が
中 

心
と
な
っ
て
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
北
海
道
各
宗 

務
所
曹
青•

各
種
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
は
、
そ
の
活
動
を
見
合
わ 

せ
て
い
る
状
況
で
す
。
但
し
、
今
後
何
ら
か
の
か
た
ち
で
災
害
復
旧
支 

援
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
御
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
方
針
で
お
り
ま
す
」 

と
い
っ
た
現
状
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

以
上
、
こ
こ
に
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

禅
門
引
導
香
語
集
大
全 

月

更

語

銖

 

吉
留
進
堂
和
尚
遺
録 

本
書
は
、
詩
心
玲
瓏
に
し
て
道
眼
円 

明
な
る
著
者
の
生
涯
作
品
を
集
大
成
し 

た
も
の
で
あ
る
。

禅
門
待
望
の
新
式
和
文
の
引
導
香
語 

集
と
し
て
、
す
で
に
出
版
さ
れ
た
三
冊 

の
香
語
集
に
、
未
発
表
の
作
品
百
篇
を 

加
え
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
香
語
は
い
ず 

れ
も
伝
統
の
型
を
ふ
ま
え
、
前
人
未
踏 

の
境
地
を
開
拓
し
た
も
の
で
、
平
易
に 

し
て
格
調
が
高
い
。
全
編
宗
意
透
徹
さ 

れ
た
作
品
群
で
あ
り
、
詩
僧
で
あ
る
著 

者
の
禅
の
風
光
が
現
出
し
た
禅
詩
文
学 

の
珠
玉
集
で
あ
る
。

「
語
録
」

の
刊
行
に
あ
た
り
、
香
語 

作
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
脚
註
が
綿
密
に
付 

け
ら
れ
、
読
者
の
便
宜
が
図
ら
れ
て
い 

る
。
ま
さ
に
新
時
代
の
香
語
集
と
し
て 

寺
院
必
携
の
良
書
で
あ
り
、
諸
賢
青
年 

僧
の
香
語
作
成
の
参
考
書
と
し
て
推
奨 

す
る
。

B5
判

特

装

本

文

787
頁

総

ル

ビ

付
 

頒
価
一
五
〇
〇
〇
円(
送
料
一
〇
〇0
円)

申

込

先

〒

三

二

七

，
〇
〇
一
ニ 

栃
木
県
佐
野
市
大
蔵
町2

9
7
5
 

興
福
寺
語
録
刊
行
会 

現
金
書
留
ま
た
は
振
替
用
紙
で
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

振

替

口

座(
0
0
1
6
0
-
1
 

— 1
1
7
5
3
1
)

4SOUSEI 2003.11



* INDEX No.153

ロW そうせいインフォメーション

DB【特集】

教育と宗教 -それぞれの現場からの提言

15ディスカバーヒューマンライツ

1B現代と宗教

一宗教教育における現代社会へのアプローチ

ョロ SOUSE Iインターナショナル

己ョ全曹青情報局

《第3回執行部会•理事会開催 各委員会紹介一総務委員会ー》

己7

己与

三日 

ヨワ 

ヨ日

インターネットの世界をのぞいてみよう！（23）
-IT委員会一

お寺散策

《東京都吉祥寺》

賛助会名簿

そうせいサロン

青年会モザイク

《北海道第二青年会》



6

教
育
と
宗
教

SOUSEI 2003.11

近
年
の
「道
徳
や
倫
理
規
範
の
弱
化
二
公
共
心
の
低
下
」
に
よ
る
日
本
社
会
の
様

 々

な
混
乱
を
考
え
る
時
に
、
教
育
の
問
題
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
中
で
も
倫 

理
•

道
徳
の
基
底
に
あ
る
べ
き
宗
教
の
教
育
は
、
私
達
宗
門
人
の
布
教
の
目
的
そ
の 

も
の
で
も
あ
り
ま
し
よ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
戦
後
の
公
教
育
は
日
本
国
憲
法
二
〇
条
三
項
、
教
育
基
本
法
九 

条
二
項
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ

を

受

け

て

『
そ
う
せ
い
』
前
号
特
集
に 

お
い
て
井
上
順
孝
氏
は
「宗

教

情

操

教

育(

宗
派
教
育)

は
嫌
が
ら
れ
る
し
教
え
ら 

れ
る
教
師
も
少
な
い
。
宗
教
知
識
教
育
か
ら
始
め
る
べ
き
」
と
の
御
提
言
を
さ
れ
ま 

し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
齋
藤
昭
俊
師
よ
り
情
操
教
育
の
重
要
性
と
宗
教
の
定
義
を
踏
ま 

え
た
宗
教
教
育
の
可
能
性
を
、
神
仁
師
か
ら
は
青
少
年
犯
罪
の
凶
悪
化
に
伴
う
政
府 

の
動
向
と
仏
教
界
の
反
応
、
情
操
教
育
の
目
的
を
「縁
起
」
と
捉
え
た
一
つ
の
取
り 

組
み
の
例
を
、
そ
し
て
椎
名
宏
雄
老
師
か
ら
は
現
代
の
宗
門
が
抱
え
る
問
題
点
を
そ 

れ
ぞ
れ
論
じ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
野
田
大
燈
老
師
か
ら
は
福
祉
現
場
で
の
「虐 

待
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
あ
る
「指
導
チ
エ
ッ
ク
り
ス
ト
」
を
御
呈
示
頂
き
ま
し
た
。
 

今
回
、
皆
様
に
各
先
生
か
ら
の
御
提
言
を
お
読
み
頂
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
教 

育
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
考
察
の
端
緒
と
し
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。



特集教肓と宗教

「宗
教
の
教
育
」
と
「宗
教
に
よ
る
教
育
」

教

育

は

「
人
が
人
に
よ
っ
て
人
に
な
る
」 

行
為
で
あ
る
。
第
一
番
目
の
人
は
生
ま
れ
て 

き
た
動
物
的
な
ヒ
ト
で
あ
る
。
第
二
番
目
の 

人
は
親
や
兄
弟
、
周
囲
の
人
、
教
師
な
ど
で 

あ
る
。
第
三
番
目
の
人
は
人
間
ら
し
い
人
間 

で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
人
間
ら
し
い
人 

間
を
形
成
す
る
に
は
第
二
番
目
の
人
達
の
責 

任
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

■

人
間
と
動
植
物
と
の
違
い 

人
間
ら
し
い
人
間
と
は
、
と
い
う
こ
と
に 

な
る
と
、
そ

れ

は

「知
」
と
い
う
こ
と
に
な 

ろ
う
。
他
の
生
物(

動
植
物)

と
の
違
い
は
、
 

や

は

り

「知
」

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
知 

も
客
観
的
知
と
全
体
的
知
と
が
あ
る
。
と
こ 

ろ
が
近
現
代
は
客
観
的
知
ば
か
り
に
傾
い
て 

き
て
い
る
。
物
事
を
客
観
的
に
捉
え
る
知
で
、
 

い
う
な
ら
ば
科
学
的
知
と
い
う
こ
と
が
で
き 

よ
う
。
科
学
的
な
知
は
、

い
わ
ば
外
だ
け
を 

み
て
い
る
も
の
で
、
部
分
知
で
あ
り
、
自
己 

自
身
を
み
る
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
。
科
学

大
正
大
学
名
誉
教
授齋

藤

昭

俊

が
発
展
す
る
に
従
っ
て
、
部
分
知
が
支
配
的 

と
な
っ
た
。
そ
し
て
真
理
は
、
科
学
に
の
み 

あ
る
と
い
う
よ
う
に
思
う
よ
う
に
な
つ
て
き 

た
。
こ
れ
は
西
洋
の
一
神
教
に
も
由
来
す
る
。
 

他
を
認
め
ず
個
の
主
張
を
優
先
す
る
。
し
か 

し
東
洋
の
多
神
教
的
も
の
の
見
方
は
、
他
を 

認
め
、
和
合
し
、
融
合
す
る
こ
と
を
根
本
に 

し
て
い
る
。

全
体
的
知
は
外
へ
の
知
と
内
へ
の
知
を 

含
ん
だ
も
の
で
、
外
だ
け
に
向
か
っ
た
客 

観
的
知
と
は
違
っ
て
、
外
に
向
っ
た
知
と
内 

に
向
っ
た
知
を
綜
合
し
た
、

つ
ま
り
客
観
的 

知
の
次
元
の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
 

内
へ
の
知
は
自
己
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
そ 

の
自
己
は
身
体
や
そ
の
他
の
も
の
に
よ
っ
て 

成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
で 

あ
る
。
従
っ
て
、
全
人
的
、
全
体
的
、
主
客 

合
一
の
次
元
に
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で 

る
。こ

の
よ
う
な
知
は
全
身
全
霊
に
よ
っ
て
い 

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
知
は
知•

情•

意
と
い
っ
た
精
神
作
用
の
綜
合
は
勿
論
の
こ 

と
、
身
•

ロ
•

意
(

知
•

情
•

意)

の
綜
合 

の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。

こ
の
全
体 

的
知
の
中
心
を
な
す
も
の
は
情
操(

真•

善

・
 

美•

聖)

で
あ
り
、
真
理
へ
の
情
操
は
思
想
・
 

科
学
に
向
い
、
善
へ
の
情
操
は
道
徳•

倫
理 

に
向
い
、
美
な
る
も
の
へ
の
情
操
は
芸
術
を

生
む
。
聖
な
る
も
の
へ
の
情
操
は
宗
教
に
向 

か
う
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ

て

愛•

慈

悲

・
 

感

謝
•

帰
依
・
畏
敬•

慚
愧
な
ど
、
極
め
て 

人
間
的
な
情
操
は
宗
教
に
集
約
さ
れ
る
。
宗 

教
的
情
操
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
宗
教
は
あ 

り
得
な
い
の
で
あ
る
。
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■

宗
教
情
操
教
育
の
重
要
性 

そ
こ
で
宗
教
教
育
で
は
宗
教
情
操
教
育
を 

重
ん
じ
る
が
、
そ
れ
と
一
般
に
宗
教
教
育
は 

宗
教
に
関
す
る
知
識
と
二
大
分
野
に
分
け
ら 

れ
る
。
後
者
は
諸
宗
教
、
宗
教
文
化
に
関
す 

る
知
識
の
教
育
で
、

い
わ
ゆ
る
客
観
的
知
に 

よ
る
教
育
と
な
る
。
前
者
の
宗
教
情
操
教
育 

は
帰
す
る
と
こ
ろ
は
知
行
合
一
、
全
体
的
知

の
教
育
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
客
観
的
知
に
よ
る
宗
教
に
つ
い 

て
の
知
識
の
教
育
は
、
教
え
る
人
が
宗
教
に 

つ
い
て
の
知
識
を
持
っ
て
い
れ
ば
可
能
で
あ 

る
。
国
語
の
先
生
が
国
語
を
教
え
、
英
語
の 

先
生
が
英
語
を
教
え
る
の
と
同
様
で
あ
る
と 

考
え
れ
ば
よ
い
。
従
っ
て
宗
教
人
、
仏
教
者 

で
な
く
と
も
、
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
宗
教
的
情
操
の
教
育
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
そ
の
根
本
は
宗
教
心(

愛•

慈 

悲•

畏
敬•

帰
依•

慚
愧
な
ど)

に
も
と
づ
く
も 

の
で
あ
る
か
ら
教
え
る
者
に
よ
っ
て
大
き
く 

か
わ
っ
て
く
る
。
宗
教
は
知•

行•

信
に
よ
っ 

て
成
り
立
っ
て
い
る
。
全
体
的
知
に
よ
る 

か
ら
、
知
行
同
一
、
し
か
も
信
に
裏
づ
け
ら 

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
に
向
う
知
と
い 

う
も
の
は
自
己
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
外
へ 

の
知
と
合
わ
さ
っ
て
全
身
心
的
に
会
得
す
る 

こ
と
で
あ
る
。
特
に
現
代
は
全
人
的
統
一
を 

失
っ
て
、
人
間
分
裂
、
人
格
破
綻
の
傾
向
が 

多
い
。
言
葉
を
変
え
れ
ば
、
身
体
的
な
動
き 

を
通
し
て
精
神
を
統
一
す
る
こ
と
に
よ
り
自 

己
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
仏
教
的
な 

言
葉
で
い
え
ば
「行
」
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
や 

芸
術
は
、
身
体
、
精
神
ま
で
で
自
己
を
知
る 

こ
と
に
至
ら
な
い
。
仏
教
の
場
合
は
自
己
を 

知
る
こ
と
を
目
指
し
、
全
体
的
知
を
得
る
こ 

と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「行
」
を
支 

え
る
の
は
「信
」
で
あ
る
。
仏
教
の
行
は
、
日 

常
的
行
為
を
も
「行
」
と
し
て
な
り
た
た
し
め 

る
。
日
常
的
行
為
と
し
て
の
「事
」
が
、
本
質 

的
な
「
理
」
に
か
な
っ
た
法
爾
自
然
と
し
て
展 

開
せ
し
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

■

宗
教
教
育
は
可
能
か

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
私
は
一
般
の 

学
校
に
お
い
て
は
、
「
宗
教
に
つ
い
て
の
知 

識
の
教
育
」
は
可
能
で
あ
り
、
宗
門
系
の
学 

校
に
お
い
て
は
、
行
と
信
に
も
と
づ
く
教
師

に

よ

っ

て

「宗
教
に
よ
る
情
操
教
育
」
は
可 

能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

宗
教
に
つ
い
て
の
知
識
の
教
育
は
、
宗
教 

文
化
を
含
ん
で
、
多
方
面
に
亘
る
の
で
、
各 

教
科
を
通
じ
て
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
全 

体
的
知
に
よ
る
宗
教
情
操
教
育
は
、
宗
教
的 

環
境
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
代
の
日
本
の
家 

庭
、
学
校
に
お
い
て
は
望
む
べ
く
も
な
い
。
 

従
っ
て
、
望
み
は
宗
派
系
の
幼
稚
園
、
小
学 

校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
、
専
門
学 

校
及
び
宗
団
に
託
す
し
か
な
い
。
特
に
設
立 

の
理
事
者
、
教
師
に
望
み
を
託
し
た
い
。
し 

か
し
、

「
行
」

に
よ
る
、
宗
教
人
に
よ
る
感 

化
に
お
け
る
情
操
教
育
は
大
い
に
有
り
得
る 

こ
と
で
、
そ
れ
は
、
全
体
的
に
至
る
段
階
的
、
 

中
間
的
在
り
方
の
情
操
教
育
で
あ
る
。
従
っ 

て
こ
の
段
階
で
の
教
育
に
は
、
大
い
に
力
を 

注
ぐ
べ
き
だ
と
考
え
る
。

〈
略

歴

〉

齋
藤 

昭

俊
(

さ
い
と
う 

あ
き
と
し) 

大
正
大
学
名
誉
教
授/

日
本
仏
教
教
育
学 

会
名
誉
会
長/

博
士 
(

文
学) 

一
九
三
〇
年
生
ま
れ 

一
九
五
四
年
大
正
大
学
大
学
院
修
士
終
了 

一
九
五
六
〜
五
八
年

イ
ン
ド
政
府
招
聘
留
学
生 

(

ベ

ナ

レ

ス•

ヒ
ン
ド
ゥI
 

大
学
大
学
院
留
学) 

大
正
大
学
教
養
部
長
兼
学
監
等
を
へ
て
現
職
。
 

著

書

は

『
イ
ン
ド
の
祭
り
考
』
、
『
イ
ン
ド
の 

聖
地
考
』
、
『
イ
ン
ド
の
神
々
』
、
『
近
代
仏
教 

教
育
史
』
、
『
日
本
仏
教
教
育
史
研
究
』
、
『
宗 

教
教
育
入
門
』
等
三
十
数
冊
が
あ
る
。
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宗
教
情
操
教
育
の
担
い
手

♦

宗
教
教
育
に
つ
い
て
の

さ
ま
ざ
ま
な
議
論 

近
年
、
公
教
育
に
お
け
る
宗
教
教
育
の
必 

要
性
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
取
り
ざ
た
さ
れ 

て
い
る
。
そ
こ
で
、
宗
教
教
育
の
可
能
性
を 

語
る
前
に
、
ま
ず
、
政
治
と
行
政
の
一
連
の 

動
き
、
そ
し
て
仏
教
界
の
反
応
に
つ
い
て
ご 

紹
介
し
て
お
き
た
い
。

森
前
首
相
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
教
育
改 

革
国
民
会
議
は
、
平
成
十
二
年
十
二
月
に
「教 

育
を
変
え
る
十
七
の
提
案
」
と
題
し
た
報
告 

書
を
取
り
ま
と
め
た
。
報
告
書
で
は
、

「
教 

育
の
原
点
は
家
庭
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す 

る
」

「
学
校
は
道
徳
を
教
え
る
こ
と
を
た
め 

ら
わ
な
い
」

「
奉
仕
活
動
を
全
員
が
行
う
よ 

う
に
す
る
」

「
問
題
を
起
こ
す
子
ど
も
へ
の 

教
育
を
あ
い
ま
い
に
し
な
い
」
な
ど
十
七
に 

及
ぶ
提
案
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
提
案
の
う
ち
、
十
七
番
目
の
項 

目

「新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
基
本 

法
を
」

の
中
で
、
宗
教
教
育
に
つ
い
て
言
及 

し
、
そ
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
 

「
宗
教
教
育
に
関
し
て
は
、
宗
教
を
人
間 

の
実
存
的
な
深
み
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
捉

財
団
法
人 

全
国
青
少
年
教
化
協
議
会 

主 

幹

神

仁

え
、
宗
教
が
長
い
年
月
を
通
じ
て
蓄
積
し
て 

き
た
人
間
理
解
、
人
格
陶
治
の
方
策
に
つ
い 

て
、
も
っ
と
教
育
の
中
で
考
え
、
宗
教
的
な 

情
操
を
育
む
と
い
う
視
点
か
ら
議
論
す
る
必 

要
が
あ
る
。
」

こ
の
提
案
を
踏
ま
え
た
文
部
科
学
省
は
、
 

平
成
十
三
年
十
一
月
「教
育
基
本
法
の
あ
り 

方
及
び
教
育
振
興
基
本
計
画
策
定
」
に
関
す 

る
諮
問
を

中
教
審(

中
央
教
育
審
議
会)

に 

対
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、
中
教
審
は
昨
年 

の
十
一
月
に
中
間
報
告
を
発
表
し
、
今
年
の 

三
月
に
答
申
を
取
り
ま
と
め
た
。 

答
申
で
は
、
宗
教
教
育
に
つ
い
て

「
人
格 

の
形
成
を
図
る
上
で
、
宗
教
的
情
操
を
は
ぐ 

く
む
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
。
現
在
学 

校
教
育
に
お
い
て
、
宗
教
的
情
操
に
関
す
る 

教
育
と
し
て
、
道
徳
を
中
心
と
す
る
教
育
活 

動
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め 

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
そ
の
一 

層
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と 

述
べ
、
そ
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
 

し
か
し
一
方
で
、

「
国
公
立
学
校
に
お
け 

る
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
や
宗
教 

的
活
動
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
規 

定
す
る
こ
と
が
適
当
」
と
、
従
来
の
教
育
基

本
法
の
立
場
を
踏
襲
し
た
。

仏
教
界
で
は
、
全
日
本
仏
教
会
が
、
中 

教
審
の
答
申
が
出
る
直
前
の
今
年
二
月
に
要 

請
書
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
教 

育
に
お
け
る
深
刻
な
問
題
の
一
つ
の
原
因
を 

「
現
行
教
育
基
本
法
の
下
で
道
徳
教
育
ど
ま 

り
で
、
そ
の
基
礎
と
も
な
る
宗
教
教
育
が
過 

度
に
軽
視
さ
れ
て
き
た
結
果
で
あ
る
」
と
指 

摘
し
、
第
九
条
第
一
項
を
、
「
日
本
の
伝
統 

文
化
の
形
成
に
寄
与
し
て
き
た
宗
教
に
関
す

る
基
本
的
知
識
及
び
理
解
は
、
教
育
上
こ
れ 

を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
改
正
す 

べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
あ
わ
せ 

て

「宗
教
的
情
操
の
涵
養
の
尊
重
も
明
記
す 

る
こ
と
」
な
ど
に
つ
い
て
も
要
請
し
、
教
育 

現
場
に
お
い
て
宗
教
教
育
全
般
を
禁
止
す
る 

よ
う
な
解
釈
を
生
む
余
地
を
な
く
す
こ
と
を 

強
調
し
た
。

要
請
書
提
出
の
後
、
同
会
は
三
月
に
要
請 

内
容
の
実
現
の
た
め
に
、

い

わ

ゆ

る

「宗
教
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教
育
推
進
特
別
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
 

こ
れ
ら
一
連
の
動
き
に
対
し
て
、
仏
教
界 

の
一
部
か
ら
は
反
発
も
出
て
い
る
。
 

浄
土
真
宗(

本
願
寺
派)

真
宗
遺
族
会
は
、
 

今
年
七
月
、
「
教
育
基
本
法
改
正
に
関
わ
る 

全
日
本
仏
教
会
に
対
す
る
要
請
文
」
を
同
会 

に
提
出
し
た
。
要
請
文
の
中
で
は
、
ま
ず
、
 

教
育
基
本
法
第
九
条
の
改
正
要
請
が
、
「
国 

家
体
制
に
組
み
込
ま
れ
、
国
家
体
制
を
補
完 

す
る
極
め
て
重
大
な
事
態
」
と
受
け
止
め
て

い
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
「
政
府
に
お
い
て
、
有
事
法
制 

と

教

育

基

本

法

「
改
正
」
が
表
裏
の
関
係 

に
お
い
て
提
起
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の 

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
有
事
体
制
下
に
お
い 

て

は

「有
事
」
を
支
え
、
そ
れ
に
協
力
す
る 

国
民
精
神
が
準
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り 

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
現
在
、
教
育
現
場
で 

は

「
国
を
愛
す
る
心
」
や

「
日
本
人
と
し
て 

の
自
覚
」
を
求
め
る
動
き
が
す
で
に
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
精
神
を
国
家
が
囲
い 

込
み
、
国
策
に
奉
仕
す
る
国
民
に
仕
立
て
上 

げ
て
い
く
体
制
が
着
々
と
作
ら
れ
て
お
り
ま 

す
」
な
ど
と
指
摘
し
、
「
教
育
基
本
法
改
正 

の
動
き
を
す
み
や
か
に
中
止
す
る
こ
と
」
を 

強
く
要
請
し
て
い
る
。

で
は
、

こ
の
よ
う
な
宗
教
教
育
の
必
要
性 

を
め
ぐ
る
議
論
が
な
ぜ
活
発
に
な
っ
た
の
だ 

ろ
う
か
？

そ
の
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、
神
戸
の 

酒
鬼
薔
薇
聖
斗
に
よ
る
連
続
児
童
殺
傷
事
件 

に
端
を
発
す
る
、
か
つ
て
想
像
で
き
な
か
っ 

た
動
機
に
よ
る
十
代
の
子
ど
も
た
ち
の
犯
罪 

が
、
社
会
の
中
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た 

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
学
級 

崩
壊
や
不
登
校
問
題
な
ど
、
学
校
教
育
の
破 

綻
と
も
言
え
る
深
刻
な
状
況
が
引
き
金
に
な 

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
に
戦
前
の
教
育
勅
語
を
信
奉
す
る 

一
部
の
政
治
家
た
ち
の
思
惑
が
重
な
り
、

こ 

こ
二
〜
三
年
で
、
加
速
度
的
に
法
改
正
に
関 

す
る
議
論
が
活
発
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ 

る
。教

育
基
本
法
の
改
正
に
つ
い
て
の
考
察 

は
、

こ
こ
で
の
主
題
で
は
な
い
の
で
詳
し
い 

言
及
は
、
ま
た
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。
し
か
し
、
 

読
者
の
方
に
は
、
世
間
が
宗
教
教
育
に
つ
い 

て
論
ず
る
時
、
そ
れ
は
多
分
に
政
治
的
な
問 

題
と
絡
む
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け 

知
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。 

♦

宗
教
教
育
と
は
何
か
？ 

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
「
宗
教
教
育
と
は
何 

な
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み 

よ
う
。
宗
教
教
育
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
、

お
お
ま
か
に
分
け
て
二
つ
の
要
素
か
ら
構
成 

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ

と

つ

は

「宗
教 

に
つ
い
て
の
知
識
の
習
得
」

で
あ
り
、
も
う 

ひ
と
つ
は
「宗
教
的
情
操
の
育
み
」
で
あ
る
。
 

前
者
は
、
宗
教
の
概
念
を
は
じ
め
、
各
宗 

教
の
歴
史
や
教
理
な
ど
に
つ
い
て
の
「客
観 

的
な
学
び
」
で
あ
る
。
知
識
を
習
得
す
る
こ 

と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
中
に
宗
教
に 

対
す
る
批
判
的
な
視
野
が
開
け
て
く
る
。
教 

師
と
な
る
人
間
は
、
自
分
自
身
が
信
仰
を
持 

っ
て
い
な
く
と
も
、
宗
教
に
つ
い
て
の
知
識 

さ
え
あ
れ
ば
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
が 

で
き
る
。

後
者
は
、
人
間
を
超
え
た
存
在
や
宗
教
的 

な

真
理
に
対
す

る
「主
体
的
な
信
の
育
み
」 

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
よ

く

言

わ

れ

る

「畏 

敬
の
念
」
や

「愛
•

慈
悲
」
と
い
っ
た
宗
教 

的
情
操
感
情
が
生
ま
れ
、
自
分
自
身
の
内
面 

を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

こ
の 

信
や
情
操
感
情
は
、
そ
の
も
の
に
つ
い
て
直 

接
教
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
だ
。
で
き 

る
の
は
、
教
師
が
自
身
の
信
に
つ
い
て
言
葉 

や
行
動
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
示
す
こ
と 

だ
け
で
あ
る
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
子
ど
も 

た
ち
は
体
感
を
通
し
て
、
自
ら
の
中
に
自
ら 

の
信
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
。 

私
自
身
の
こ
と
を
言
え
ば
、
真
理
の
獲 

得
、
信
の
確
立
を
め
ざ
し
て
、
大
学
や
大 

学
院
で
仏
教
に
つ
い
て
学
ん
だ
が
、
そ
の
結 

果

得

た

も

の

は

「宗
教
に
関
す
る
知
識
の
習 

得
」
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
そ 

の
後
、
社
会
の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を 

通
じ
て
、
体
感
と
し
て
仏
の
教
え
に
つ
い
て 

学
び
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
信
を
確
立
し 

て
き
た
。
も
と
よ
り
、

こ
の
道
に
終
わ
り
は
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な
く
、
死
ぬ
ま
で
修
行
が
続
く
こ
と
は
言
う 

ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
……

。 

こ
れ
ら
二
つ
の
要
素
の
違
い
は
、
「知
識
」 

と
「智
慧
」
の
相
違
に
換
言
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。
宗
教
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
知
識
の
習 

得
は
ま
さ
に
命
題
で
あ
る
が
、
宗
教
者
に
と 

っ
て
知
識
は
、
智
慧
を
生
む
た
め
の
ひ
と
つ 

の
要
素
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
知
識
は
知
識 

と
し
て
大
切
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
身
体
感 

覚
を
伴
っ
た
「行
」
を
通
じ
な
け
れ
ば
智
慧
は 

生
ま
れ
て
こ
な
い
。
「
理
行
一
致
」
と
い
う
こ 

と
を
よ
く
言
う
が
、
理
と
行
が
兼
ね
備
わ
っ 

た
と
こ
ろ
に
智
慧
が
生
ま
れ
、
信
が
確
立
さ 

れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
宗
教
教
育
に
お
け
る
「宗
教
に 

つ
い
て
の
知
識
の
習
得
」

の

担

い

手

は

「知 

識
の
人
」

で
あ
り
、
「宗
教
的
情
操
の
育
み
」 

を

担

う

の

は

「智
慧
の
人
」
、

「信
の
人
」
と 

い
う
こ
と
に
な
る
。

♦

宗
教
情
操
教
育
の
可
能
性 

と
こ
ろ
で
仏
教
的
な
真
理
と
は
、
は
た
し 

て
何
な
の
だ
ろ
う
？

釈
尊
が
語
っ
た
真
理
の
ひ
と
つ
の
表
現
が 

「縁
起
」
と
い
う
教
え
で
あ
る
。

「法
を
見
る 

も
の
は
縁
起
を
見
る
。
縁
起
を
見
る
も
の
は 

法
を
見
る
」
と
原
始
仏
典
に
説
か
れ
て
い
る 

よ
う
に
、
縁
起
こ
そ
が
仏
教
の
真
理(

法) 

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

縁
起
と
は
、
文

字

通

り

「
縁
っ
て
起
こ 

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
す
べ
て
の
物
事 

は
何
ら
か
の
原
因
に
よ
っ
て
起
こ
る(

生
じ 

る)

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
私
自
身
は
こ
れ 

を
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
す
べ
て
の
現 

象
は
、
関
係
し
合
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
解

釈
を
し
て
い
る
。

こ
の
縁
起
と
い
う
も
の
を
頭
で
理
解
す
る 

の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
身
体
で
体
感
す
る
こ 

と
が
、
仏
教
的
な
情
操
教
育
の
大
き
な
眼
目 

で
あ
ろ
う
と
思
う
。

縁
起
を
体
感
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
は 

多
く
の
も
の
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
。
 

他
か
ら
多
く
の
も
の
を
い
た
だ
き
、
自
分
の 

中
に
取
り
込
ん
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に 

気
づ
く
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
生
き
と
し 

生
け
る
も
の
は
、
目
に
見
え
る
も
の
見
え
な 

い
も
の
よ
っ
て
互
い
に
支
え
ら
れ
、
支
え
あ 

っ
て
存
在
し
て
い
る
。

こ
れ
は
自
他
一
如
の 

世
界
で
あ
り
、
縁
起
と
い
う
真
理
に
照
ら
せ 

ば
、
人
を
殺
し
た
り
傷
つ
け
る
こ
と
は
、
す 

な
わ
ち
自
分
自
身
を
殺
し
傷
つ
け
る
こ
と
に 

他
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
問
題
は
こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に 

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
か
と
い
う
こ
と 

だ
。一

例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

こ
の
夏
、
私
ど
も
の
団
体
で
は
、
小
中 

学
生
を
対
象
と
し
て
寺
子
屋
サ
マ
ー
ス
ク
ー 

ル
を
開
催
し
た
。
テ

ー

マ

は

「
共
生
」
、
異 

な
る
国
や
民
族•

宗
教
の
理
解
を
通
じ
て
、
 

ど
の
よ
う
に
し
て
人
と
人
と
が
共
生
で
き
る 

平
和
な
社
会
を
築
い
て
い
け
る
の
か
を
、
二 

泊
三
日
の
生
活
の
中
で
子
ど
も
た
ち
に
考
え 

て
も
ら
っ
た
。

こ
の
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由 

は
、

一
昨
年
の
ア
メ
リ
カ
で
の
同
時
多
発
テ 

ロ
に
始
ま
る
世
界
中
で
の
暴
力
の
連
鎖
だ
っ 

た
。
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
こ
そ
、
平
和 

共
生
社
会
実
現
へ
向
け
て
の
立
役
者
で
あ
る 

と
考
え
た
の
で
あ
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
は
、
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
祈
り
や
坐
禅
と
い
っ
た
仏
教
的
要
素
も 

含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
中
心
と
な
っ
た 

の
は
、
「
開
発
教
育
」
や
「異
文
化
理
解
教
育
」 

な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
、
外
国
人
と
の 

実
際
の
ふ
れ
あ
い
で
あ
る
。
仏
教
的
な
要
素 

を
あ
ま
り
用
い
ず
に
、
縁
起
と
い
う
真
理
を 

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
た
め
に
工
夫
を
凝
ら 

し
た
。

実
際
に
戦
地
で
使
用
さ
れ
た
ク
ラ
ス
タ
ー 

爆
弾
や
、
地
雷
の
模
型
な
ど
も
利
用
し
た
。
 

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
少
々
生
々
し
か
っ 

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
が
新
鮮
さ
を
生 

み
、
彼
ら
彼
女
ら
の
こ
こ
ろ
の
中
に
「我
が 

身
に
ひ
き
か
え
て
」
戦
争
や
平
和
に
つ
い
て 

考
え
る
素
地
が
生
ま
れ
た
よ
う
だ
。
理
と
行 

を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
中
に
智
慧
を
育
む 

こ
と
を
目
指
し
た
試
み
は
、
自
画
自
賛
か
も 

し
れ
な
い
が
、

一
定
の
成
果
を
収
め
た
も
の 

と
理
解
し
て
い
る
。

こ
の
例
を
通
じ
て
私
が
伝
え
た
い
こ
と 

は
、
宗
教
的
な
情
操
を
育
む
た
め
に
は
、
宗 

教
的
な
要
素
、
す
な
わ
ち
経
典
や
儀
礼
を
用 

い
ず
と
も
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
坐 

禅
を
長
時
間
さ
せ
る
よ
り
も
、
実
際
に
外
国 

人
と
話
し
た
り
、
草
木
に
触
れ
た
り
す
る
こ 

と
に
よ
っ
て
、
縁
起
を
体
感
し
て
も
ら
う
こ 

と
の
方
が
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
方
便
と 

し
て
は
よ
り
適
当
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

つ
ま
り
、
宗
教
情
操
教
育
と
い
う
も
の 

は
、

一
定
の
形
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
融 

通
無
碍
、
多
種
多
様
な
あ
り
方
で
存
在
し
う 

る
も
の
だ
。
重
要
な
こ
と
は
そ
れ
を
誰
が
伝 

え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
話 

に
戻
る
が
、
そ
れ

は

や

は

り

「智
慧
の
人
、
 

信
の
人
」

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
知
識

の
人
」
が
そ
れ
を
伝
え
た
場
合
、
草
木
と
の 

ふ
れ
あ
い
は
た
だ
の
自
然
観
察
に
な
り
、
ク 

ラ
ス
タ
ー
爆
弾
は
軍
事
兵
器
学
習
の
ひ
と
つ 

と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
 

宗
教
情
操
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、
教
師
側 

の
信
の
確
立
、
ま
た
は
確
立
へ
の
姿
勢
が
必 

須
と
な
る
。

♦

今
後
の
問
題

さ
て
、
現
代
社
会
の
中
で
そ
の
要
件
に
か 

な
っ
た
人
間
が
、
は
た
し
て
ど
れ
ほ
ど
い
る 

の
だ
ろ
う
か
？

そ
の
こ
と
に
思
い
を
巡
ら 

せ
る
と
、
宗
教
情
操
教
育
の
可
能
性
を
考
え 

る
と
き
に
真
っ
先
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
の
は
、
担
い
手
に
な
る
人
間
を
ど
の
よ
う 

に
育
成
し
て
い
く
か
と
い
う
問
題
だ
と
い
え 

よ
う
。

〈
略

歴

〉

神 

仁
(

じ

ん

ひ

と

し) 

财
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
主
幹 

江
戸
川
子
ど
も
お
ん
ぶ
ず
運
営
委
員 

一
九
六
一
年 

東
京
生
ま
れ 

大
正
大
学
・
駒
澤
大
学
で
仏
教
学
を
学
ん 

だ
後
、
イ
ン
ド•

ベ
ナ
レ
ス
ヒ
ン
ド
ウ
ー
大 

学
大
学
院
へ
留
学
。
同
大
学
講
師
、
雑
誌
編 

集
者
を
経
て
現
職
。
近
年
は
教
育
やN
P
O
 

活
動
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
お
寺
を
利
用
し
た 

新
た
な
地
域
コ
ミ
コ
ニ
テ
ィ
ー
の
創
造
に
取 

り
組
ん
で
い
る
。

日
本
仏
教
教
育
学
会
、
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
学
会
、
日
本
脱
カ
ル
ト
研
究
会
な
ど
の
会 

員
。主

な
著
書
・
論
文

に

『
日
本
仏
教
を
知
る 

事
典
』(

共

著•

東
京
書
籍)

、
『
不
登
校
問 

題
と
寺
院
活
動
』(

全
青
協
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト)

、
 

「
寺
子
屋N
P
O

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
」
 

(

『仏
教
教
育•

人
間
の
研
究
』
所
収)

な
ど 

が
あ
る
。
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本
来
の
宗
教
者
打
出
へ
の
提
言

- 

あ
る
宗
門
教
育
者

三
年
ほ
ど
前
、
私
は
駒
澤
大
学
の
中
央
講 

堂

で

「禅
門
の
修
行
に
つ
い
て
」
と
題
す
る 

講
演
を
行
っ
た
。
短
大
仏
教
科
が
主
催
す
る 

こ
の
講
演
会
は
、
終
了
後
に
講
師
を
俎
上
に 

乗
せ
て
大
勢
の
院
生
や
教
員
た
ち
が
質
問
攻 

め
に
す
る
懇
親
会
を
慣
例
と
す
る
。
私
は
演 

題
に
関
す
る
質
問
に
は
的
確
に
答
え
た
が
、
 

若
手
の
教
師
の
み
な
ら
ず
宗
門
の
住
職
を
兼 

ね
る
中
堅
教
授
の
口
か
ら
も
「作
務
は
嫌
い 

だ
」
と
の
発
言
を
聞
き
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を 

受
け
た
。

い

ま

さ

ら

「
作
務
」

に
は
、
深
い
宗
門 

的
意
義
が
与
え
ら
れ
、
禅
門
で
は
修
行
の
重 

要
徳
目
の
一
つ
だ
な
ど
と
い
わ
な
く
て
も
、
 

私
ご
と
で
は
作
務
は
楽
し
み
。
寺
で
は
毎
日 

作
務
の
明
け
暮
れ
で
あ
る
。
清
掃
は
も
と
よ 

り
、

一
千
本
を
越
す
庭
木
類
の
手
入
れ
、
畑 

約
一
反
歩
の
耕
作
、
花
造
り
等
々
。
そ
れ
ら 

は
来
山
者
を
和
ま
せ
、
畑
の
余
剰
収
穫
物
は 

他
に
差
し
上
げ
て
喜
ば
れ
、
自
分
も
嬉
し
い
。
 

何
よ
り
も
作
務
は
健
康
に
良
い
。
 

つ
ま
り
、
「
作
務
」

は
心
を
浄
化
す
る
清 

掃
だ
け
な
ど
に
矮
小
化
さ
れ
る
べ
き
で
は
な

千

葉

県

龍

泉

院

住

職椎

名

宏

雄

く
、
よ
り
広
く
対
大
的
に
作
用
す
る
利
他
の 

功
徳
や
果
実
も
あ
る
の
だ
。

こ
れ
は
、
個
大 

的
内
面
的
な
坐
禅
と
は
き
わ
め
て
対
照
的
で 

あ
る
。
そ
の
作
務
を
嫌
う
教
師
に
、
果
し
て 

生
き
た
禅
の
風
光
や
仏
教
の
す
ば
ら
し
さ
が 

教
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
思
想
や
教
理
を 

知
識
と
し
て
教
え
、
自
己
の
実
在
や
智
慧
の 

領
域
を
別
の
次
元
と
割
切
る
宗
門
大
学
の
教 

師
た
ち
、
そ
こ
に
は
企
ら
ず
も
現
今
日
本
に 

お
け
る
宗
教
教
育
の
問
題
点
が
露
呈
さ
れ
て 

い
る
。

-
-

あ
る
宗
門
教
師

宗
門
の
住
職
は
、
み
な
何
々
教
師
と
い
う 

僧
階
を
持
つ
。

と
こ
ろ
で
、
宗
門
の
某
県
某
教
区
で
は
、
 

歳
末
助
け
合
い
の
托
鉢
を
恒
例
行
事
と
す
る 

が
、

こ
れ
を
嫌
っ
て
不
参
加
の
常
連
が
複
数 

あ
る
と
か
。
出
家
が
在
家
を
助
け
る
要
な
し
、
 

と
公
言
し
た
御
住
職
も
お
ら
れ
た
由
。
事
実 

な
ら
ば
、
理
解
に
苦
し
む
。
こ
れ
も
私
は
「行
」 

と
し
て
随
喜
で
き
る
無
上
の
楽
し
み
。
民
衆 

に
温
か
な
施
与
の
心
を
喚
起
さ
せ
、
共
に
感 

謝
の
手
を
合
わ
す
。
そ
の
果
実
が
恵
ま
れ
ぬ 

人
々
に
与
え
ら
れ
、
喜
ば
れ
る
。
金
銭
の
多

少
は
問
題
で
な
い
。

こ
ん
な
次
か
ら
次
へ
の 

連
鎖
功
徳
た
る
托
鉢
を
嫌
う
宗
侶
が
、

い
っ 

た
い
過
去
に
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
 

考
え
る
に
、
禅
の
修
行
徳
目
に
は
坐
禅•

作 

務
•

托
鉢
・
読
経
…
…
と
数
あ
る
が
、
ほ
ぼ
万 

人
に
開
放
さ
れ
て
い
る
。

い
や
、
出
家
よ
り 

も
熱
心
な
在
家
大
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
 

だ
が
、
僧
形
で
の
托
鉢
は
そ
う
は
ゆ
か
ぬ
。
 

僧
だ
け
の
特
権
で
は
な
い
か
。
し
か
も
、
現 

代
で
は
僧
が
街
頭
で
民
衆-

社
会
と
関
わ
り

合
え
る
稀
有
の
機
会
と
思
う
の
だ
が
。
と
ま 

れ
、
共
に
学
生
や
民
衆
と
接
す
る
現
場
責
任 

者
た
る
大
学
教
師
や
宗
侶
の
中
に
、

こ
ん
な 

傾
向
の
御
仁
が
多
く
な
っ
た
事
実
を
、
わ
れ 

わ
れ
が
現
今
の
宗
教
教
育
を
考
え
る
場
合
、
 

ま
ず
念
頭
に
お
い
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

三
本
来
の
宗
教
者
を 

現
代
の
恐
る
べ
き
宗
教
教
育
不
在
の
傾 

向
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、
核
家
族
化
や
行
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政
面
の
不
備
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
既
成
教 

団
の
沈
滞
化
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

し
た
が
っ
て
、
大
教
団
ほ
ど
そ
の
責
任
は
重 

ヽ
。問

題
を
曹
洞
教
団
に
し
ぼ
れ
ば
、

(

一) 

相
変
わ
ら
ぬ
檀
家
制
度
の
踏
襲 

(

二)

寺
院
の
肉
系
相
続
が
必
然
的
に
も 

た
ら
し
た
道
心
薄
弱
な
宗
侶
の
輩
出 

(

三)

矛
盾
内
包
の
教
団
規
程
に
よ
る
自 

縄
自
縛
の
ジ
レ
ン
マ

等
だ
ろ
う
。

(

一)

と
(

二)

は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
、
 

ま
た
相
互
に
関
連
す
る
大
問
題
で
あ
る
の 

に
、

一
向
に
対
応
改
善
を
見
ぬ
ま
ま
深
刻
な 

事
態
を
招
来
さ
せ
た
。

(

一)

は
都
市
部
も
農
村
部
も
檀
家
離
れ 

や
過
疎
の
進
行
に
よ
り
、

こ
の
前
時
代
的
な 

封
建
制
度
の
名
残
り
は
既
に
崩
壊
し
つ
つ
あ 

る
。
識
者
は
二
十
年
後
の
完
全
崩
壊
を
指
摘 

す
る
。

こ
う
し
た
時
代
や
社
会
の
趨
勢
を
、

か
え
っ
て
寺
門
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
再
構 

築
す
べ
き
絶
好
の
機
会
と
把
捉
す
る
改
革
姿 

勢
が
喫
緊
な
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
敢
え 

て
多
言
は
避
け
よ
う
。

(

二)

は
宗
教
者
自
身
の
依
っ
て
立
つ
基 

本
的
問
題
だ
け
に
、
事
は
容
易
で
な
い
。
実 

は
、

私

も

い

わ

ゆ

る

羅

除
(

住

職

の

実 

子)

で
あ
り
イ
ヤ
イ
ヤ
僧
と
な
っ
た
の
で
あ 

る
が
、
学
生
か
ら
僧
堂
安
居
の
時
代
に
熱
心 

な
道
友
た
ち
に
鼓
舞
さ
れ
、
少
な
か
ら
ぬ
心 

の
転
換
が
あ
っ
た
。
ま

さ

に

「吾
を
為
す
者 

は
朋
友
」(

百
丈
禅
師
の
詞)

で
あ
る
。
更 

に
友
松
円
諦
先
生
の
「坊
主
が
イ
ヤ
な
ら
イ 

ヤ
で
な
い
坊
主
に
な
れ
、
寺
が
嫌
い
な
ら
嫌 

い
で
な
い
寺
に
せ
よ
」

の
言
葉
で
吹
っ
切
れ 

た
。
ど
う
せ
や
る
な
ら
、
と
い
う
道
心
の
湧 

出
で
あ
っ
た
。
僧
は
道
心
で
あ
り
、
頭
で
は 

な
い
。
道
心
さ
え
堅
固
な
れ
ば
、
知
識
は
後 

ろ
か
ら
つ
い
て
来
る
。

僧
堂
は
い
わ
ず
も
が
な
、
宗
門
学
校
で
は 

知
識
偏
重
で
な
く
智
慧
や
道
心
を
函
養
さ
せ 

る
面
に
力
が
入
れ
ら
れ
ぬ
か
。
教
師
と
学
生
、
 

学
生
同
志
の
対
論
の
場
や
、
仏
教
や
禅
の
芸 

術
文
化
取
得
の
講
座
が
僅
少
な
の
も
問
題
で 

あ
る
。
責
任
者
が
現
状
で
良
し
と
す
る
守
旧 

的
姿
勢
で
は
、
こ
の
種
の
改
革
は
で
き
な
い
。
 

宗
教
的
人
材
の
打
出
に
は
、
大
胆
な
発
想
の 

転
換
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
な
く
て
は
、
 

教
師
養
成
機
関
が
泣
く
。
在
家
者
と
の
深
い 

仏
縁
の
絆
か
ら
も
出
家
者
の
打
出
を
望
む
べ 

き
で
あ
る
。

(

三)

の
問
題
は
、
宗
門
が
出
家
主
義
と 

在
家
的
現
実
を
隔
別
で
き
な
い
こ
と
に
起
因 

し
て
い
る
。

諸
行
事
が
範
と
す

る
「行
持
規
範
」
は
、

元
来
仏
祖
単
伝
の
正
法
遵
奉
を
理
念
と
す
る 

出
家
主
義
の
規
炬
で
あ
る
か
ら
、
在
家
的
な 

一
般
寺
院
で
は
内
容
が
伴
わ
ぬ
形
骸
化
を
招 

い
て
い
る
。

一
両
日
で
上
堂
や
法
戦
が
形
ば 

か
り
行
わ
れ
る
結
制
、
矛
盾
の
多
い
在
家
喪 

儀
法
等
に
そ
れ
は
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
れ
と 

対
照
的
に
、

「
宗
制
」

の
事
細
か
な
僧
階• 

法

服
•

詠
讃
等
の
資
格
は
う
つ
く
し
い
が
、
 

現
実
に
は
在
家
的
な
学
職
歴•

技

術
•

年
功 

等
が
重
ん
じ
ら
れ
、
本
来
の
宗
教
者
と
し
て 

の
人
格
や
道
心
な
ど
は
、
ど
れ
だ
け
み
ら
れ 

て
い
る
か
。
そ
の
一
方
で
、
人
材
の
払
底
、
 

道
心
の
欠
如
等
の
叫
び
は
ま
す
ま
す
強
い
。
 

こ
う
し
た
状
況
は
、
宗
門
の
僧
と
俗
と
を 

隔
別
で
き
ぬ
苦
し
み
の
所
産
で
あ
ろ
う
が
、
 

諸
機
関
は
経
済
優
先
の
世
俗
的
法
人
に
堕
し 

て
は
な
る
ま
い
。
僧
俗
の
別
を
超
え
て
生
涯 

修
行
の
道
を
歩
き
続
け
る
の
が
宗
門
人
の
本 

懐
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
者
の
打
出
こ 

そ
宗
門
全
体
の
基
本
姿
勢
、
ひ
い
て
は
宗
教 

教
育
の
原
点
た
る
こ
と
を
確
信
す
る
か
ら
で 

あ
る
。(

文
責
筆
者
、
ご
批
判
は
筆
者
宛
に)

〈
略

歴

〉

椎
名 

宏

雄
(

し
い
な 

こ
う
ゆ
う) 

千
葉
県 

龍

泉

院
(

曹
洞
宗)

住
職 

一
九
三
四
年
生
ま
れ 

一
九
五
七
年 

駒
澤
大
学 

仏
教
学
部 

卒 

一
九
六
七
年 

駒
澤
大
学
大
学
院 

博
士
課

程

終

了

現

在

駒

沢

大

学

仏

教

学

部

非

常

勤

講 

師
、
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー•

常
任
研 

究
員
等
を
兼
任
。

著

書

『
宋
元
版
禅
籍
の
研
究
』(

大
東
出 

版
社)

、
『
禅
学
典
籍
叢
刊
』(

共
編
、
臨
川 

書
店)

、
そ
の
他
。
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福
祉
現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
る
菩
薩
行

■

情
短
施
設
の
運
営

児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童
養
護
施
設
や
児 

童
自
立
支
援
施
設•

乳
児
院
と
と
も
に
、
児 

童
虐
待
等
の
専
門
施
設
と
し
て
「情
緒
障
害 

児
短
期
治
療
施
設
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ 

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
昭
和
三
十
七
年 

の
児
童
福
祉
法
改
正
に
伴
な
い
新
た
に
開
設 

さ
れ
た
も
の
で
、
そ

の

特

徴

は

「
医

療•

生 

活
•

教
育
」
が
三
本
柱
と
な
っ
て
、
施
設
職. 

員
に
は
精
神
科
医•

セ
ラ
ピ
ス
ト•

看
護
士 • 

指

導

員-

保

育

士•

そ
の
他
の
職
員
と
施
設 

内
教
室
に
は
小
中
学
校
の
教
員
が
派
遣
さ
れ 

て
い
ま
す
。
現
在
全
国
の
二
十
二
施
設
中
半 

数
の
十
一
施
設
が
県•

市
立
の
公
営
で
、
他 

の
民
間
施
設
中
キ
リ
ス
ト
教
系
が
四
施
設
、
 

仏

教

系
は

私
共

の

「若
竹
学
園
」

の

み
(

平 

成
十
四
年
度
調
べ)

で
す
。

児
童
相
談
所
よ
り
措
置
さ
れ
る
児
童
は
不 

登
校
児
童
か
ら
被
虐
待
児
・A
D
H
D
 
(

注 

意
欠
陥
多
動
性
障
害)

・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症 

候
群
と
多
種
多
様
で
、
ま
さ
に
病
め
る
時
代 

の
一
部
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

大

本

山

總

持

寺

後

堂野

田

大

燈

■

指
導
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と 

職

員

は

「
子
ど
も
大
好
き
人
間
」

の
集
ま 

り
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

つ
い
つ
い 

指
導
に
熱
が
入
り
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ 

り
ま
す
が
、
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
体
罰 

は
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
親
族
か
ら
身
体 

的
虐
待
を
受
け
た
る
が
故
に
民
法
第
八
三
四 

号
•

児
童
福
祉
法
三
十
三
の
六(

親
権
喪
失 

宣
告
の
請
求
等)

の
措
置
に
よ
っ
て
入
所
し 

た
児
童
が
、
さ
ら
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
施
設 

内
に
於
い
て
職
員
よ
り
虐
待
を
受
け
る
こ
と 

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
に
も
か
か 

わ
ら
ず
残
念
な
が
ら
わ
が
若
竹
学
園
に
於
い 

て
職
員
に
よ
る
体
罰
行
為
が
起
き
て
し
ま
っ 

た
の
で
す
。

原
因
は
、
放
課
後
の
自
主
ト
レ
の
時
間 

帯
に
、
中
学
生
の
一
人
が
マ
ラ
ソ
ン
の
時
に 

走
ら
ず
歩
い
て
い
た
、
と
言
う
理
由
で
職
員 

が
叱
責
と
体
罰
を
他
の
児
童
も
見
て
い
る
中 

で
、
約
十
五
分
に
渡
っ
て
行
な
っ
た
と
い
う 

こ
と
で
す
。
当
事
者
の
職
員
は
「支
童
の
た
め 

に
行
な
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
自
分
に
非
は
な

い
。
あ
る
と
す
る
な
ら
行
き
過
ぎ
て
し
ま
っ 

た
指
導
上
で
の
体
罰
で
あ
っ
た
」
と
主
張
し 

た
た
め
に
、
本
人
を
就
業
規
則
に
照
ら
し
て 

処
し
、
児
童
を
伴
な
い
園
長
と
体
罰
の
当
事 

者
が
両
親
の
元
に
謝
罪
に
行
き
、
並
行
し
て 

他
の
幹
部
職
員
が
県
の
担
当
所
管
に
園
内
で 

の
体
罰
に
つ
い
て
の
報
告
に
赴
き
ま
し
た
。
 

そ
の
時
に
手
渡
さ
れ
た
の
が
児
童
福
祉
施 

設
等
に
お
け
る
虐
待
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
し

た
。
そ
し
て
そ
の
中
の
「指
導
チ
ェ
ッ
ク
リ 

ス
ト
」
に
は

①

児
童
が
職
員
の
指
導
に
従
う
の
は
当
然 

と
思
っ
て
い
な
い
か
。

②

児
童
が
反
抗
的
な
態
度
を
取
る
の
は
、
 

児
童
が
悪
い
か
ら
と
思
っ
て
い
な
い
か
。
 

③
 

児
童
が
指
導
に
従
わ
な
い
の
は
自
分
の 

指
導
力
不
足
と
は
関
係
が
無
い
と
思
っ
て 

い
な
い
か
。
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④

自
分
の
指
導
が
一
番
い
い
指
導
で
あ
る 

と
思
っ
て
い
な
い
か
。

⑤
 

自
分
の
強
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
お
く 

と
、
他
の
児
童
に
も
自
分
の
権
威
が
保
た 

れ
る
と
思
っ
て
い
な
い
か
。

⑥

集
団
生
活
の
管
理
の
視
点
の
み
に
よ
っ 

て
児
童
を
動
か
そ
う
と
し
て
い
な
い
か
。

的
な
指
導
を
し
て
い
な
い
か
。

⑧

自
説
に
固
執
し
、
同
僚
等
の
意
見
を
聞

き
入
れ
ず
に
指
導
し
て
い
な
い
か
。

⑨

児
童
に
要
求
し
た
こ
と
を
自
ら
守
ら
な 

い
こ
と
は
な
い
か
。
例

え

ば

「時
間
を
守 

れ
」
と
言
い
な
が
ら
、
自
分
が
時
間
に
ル
ー 

ズ
で
は
な
い
か
。

⑦
 

児
童
の
気
持
ち
を
考
え
ず
に
自
己
中
心 

⑩
 

児
童
は
職
員
の
言
動
が
常
に
一
致
し
て

い
る
か
を
常
に
見
て
い
る
事
を
自
覚
し
て 

い
る
か
。

⑪
 

児
童
の
性
格
や
個
性
を
考
え
て
指
導
し 

て
い
る
か
。

⑫
 

児
童
に
は
一
人
一
人
発
達
段
階
に
差 

が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
指
導
し
て
い
る 

か
。

⑬

指
導
の
具
体
的
な
場
面
で
カ
ッ
と
し
て 

し
ま
う
自
分
の
感
情
を
、
冷
静
に
コ
ン
ト 

ロ
ー
ル
し
て
い
る
か
。

⑭

指
導
し
た
こ
と
を
児
童
は
す
ぐ
に
実
行 

す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
な
い
か
。
 

⑮

言
葉
に
よ
る
指
導
よ
り
も
力
で
従
わ
せ 

る
ほ
う
が
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
な
い 

か
。

⑯

指
導
力
不
足
を
威
圧
や
腕
力
で
補
お
う 

と
し
て
は
い
な
い
か
。

⑰
 

自
分
が
過
去
に
受
け
た
体
罰
等
力
に
よ 

る
指
導
を
肯
定
し
て
は
い
な
い
か
。
 

の
十
七
項
目
で
し
た
。

■

菩
薩
行
こ
そ
が
教
育
再
生
の
道 

私
は
送
付
さ
れ
て
き
た
こ
の
指
導
チ
ェ
ッ 

ク
リ
ス
ト
を
一
読
し
て
眼
か
ら
ウ
ロ
コ
状
態 

で
し
た
。

そ
れ
は
正
に
我
々
宗
侶
に
求
め
ら
れ
て
い 

る
菩
薩
行
と
し
て
の
六
波
羅
密
の
実
践
そ
の 

も
の
だ
か
ら
で
す
。

「
布
施 

持
戒 

忍
辱 

精
進 

禅
定 

智
慧
」
。
行
政
が
児
童
福 

祉
の
現
場
に
求
め
て
い
る
も
の
の
す
べ
て
が 

こ
の
六
波
羅
密
に
集
約
で
き
る
か
ら
で
す
。
 

ま

さ

に

「六
度
で
度
す
る
福
祉
現
場
」
と
言

え
ま
し
よ
う
。

い
ま
、
福
祉
の
現
場
は
菩
薩 

を
求
め
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ウ
マ
を
背
負
い
心 

と
身
体
の
病
に
怯
え
苦
し
む
人
々
と
と
も
に 

喜
び
や
苦
し
み
を
分
か
ち
合
い
つ
つ(

利
他 

行)

、
真
理
を
求
め
て
悟
り
に
近
づ
く 
(

自 

利
行)

努
力
こ
そ
、
自
利
利
他
を
誓
願
と
す 

る
菩
薩
本
来
の
姿
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う 

☆

情
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
「若
竹
学
園
」 

主
所/

〒7
6
1
1 8
0
0
4

香
川
県
高
松
市
中
山
町

1
 LO  
11 I 11 
2
 

電
話/

(0 8
 7) 8
8
2
'
1
0
0
0
 

ホI
ム
ペ
ー
ハ
ン/

h
t
t
p  

ミ w
w
w
.
n
e
t
w
a
v
e
.
o
r  j
p  

ヽ
〜wa

k
a
t
a
K
e  

ヽ

〈
略

歴

〉

野

田

大

造(

の
だ 

だ
い
と
う)

大
本
山
總
持
寺
後
堂/

財

団

法

人

喝

破 

道
場
理
事
長/

社
会
福
祉
法
人
四
恩
の 

里
理
事
長/

学
校
法
人
總
持
寺
学
園
理 

事/

財
団
法
人
全
国
青
少
年
教
化
協
議 

会
評
議
員

昭
和
二
一
年
香
川
県
生
ま
れ
。

昭

和

四

九

年

得

度

昭

和

五

八

年

宗

教

法

人

「
報
四
恩
精
舎
」

住
職

昭
和
五
九
年 

財

団

法

人

「
喝
破
道
場
」
設 

立

平
成 

五
年 

社
会
福
祉
法
人
「
四
恩
の
里
」
 

設
立

平

成

六

年

®i
緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設 

「若
竹
学
園
」
開
設

平

成

二

二

年

大

本

山

總

持

寺

後

堂

に

就 

任
。
翌

年

に

は

「
師
家
」
に 

補
任
さ
れ
る
。
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蒙スカバーヒューマンライツ

子
ど
も
の
人
権$

宗
教
と
教
育
を
め
ぐ
る
問
題

は
じ
め
に

人
権
は
、

人
間
で
あ
る
以
上
当
然 

に
享
有
で
き
る
普
遍
的
な
権
利
で
す
の 

で
、
未
成
年
者
で
あ
っ
て
も
、
当
然
人 

権
を
享
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た 

だ
、
未
成
年
者
は
心
身
と
も
に
発
達
途 

上
に
あ
り
、
成
人
に
比
べ
て
判
断
能
力 

も
未
熟
で
あ
る
た
め
、

一
定
の
制
約
を 

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
 

未
成
年
者
の
人
権
の
中
で
も
特
に
宗
教 

と
学
校
教
育
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
に 

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

な
お
、
日
本
国
憲
法
が
思
想•

良
心 

の
自
由
や
信
教
の
自
由
を
保
障
し
て
い 

る
こ
と
を
受
け
て
、
教
育
基
本
法
九
条 

(

宗
教
教
育)

は
、①

宗
教
に
関
す
る 

寛
容
の
態
度
及
び
宗
教
の
社
会
生
活
に 

お
け
る
地
位
は
、
教
育
上
こ
れ
を
尊
重 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。②

国
及
び
地 

方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
は
、
特 

定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
そ
の
他 

宗
教
的
教
育
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
と 

定
め
て
い
ま
す
。
戦
後
日
本
の
学
校
教 

育
に
お
い
て
は
、②

が
強
く
意
識
さ
れ
、
 

宗
教
教
育
は
タ
ブ
ー
と
さ
れ
て
き
ま
し 

た
。
そ
の
結
果
、①

に
つ
い
て
配
慮
を 

欠
く
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
 

【剣
道
実
技
の
履
修
を
宗
教
上
の
理
由 

で
拒
否
し
た
学
生
の
進
級
拒
否
処
分
及 

び
退
学
処
分
は
、
校
長
の
裁
量
権
の
範 

囲
を
超
え
た
違
法
な
も
の
で
あ
る
と
さ 

れ
た
事
例
】

(
事
案)

あ
る
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
高
等
専

門
学
校
生X
は
、
信
仰
上
の
理
由
か
ら 

格
技
で
あ
る
剣
道
実
技
に
は
参
加
で
き 

な
い
こ
と
を
説
明
し
、
体
育
担
当
教
員 

ら
に
レ
ポ
ー
ト
提
出
な
ど
の
代
替
措 

置
を
認
め
て
ほ
し
い
旨
の
申
入
れ
を
し 

た
。X
は
、
剣
道
の
授
業
で
は
、
服
装 

を
替
え
て
講
義
や
準
備
体
操
に
は
参
加 

し
た
が
、
剣
道
実
技
に
は
参
加
せ
ず
、
 

レ
ポ
ー
ト
作
成
の
た
め
授
業
内
容
を
記 

録
し
て
い
た
。X
は
、
授
業
後
レ
ポ
ー 

ト
を
提
出
し
よ
う
と
し
た
が
、
受
領
を 

拒
否
さ
れ
た
。
体
育
担
当
教
員
は
、X
 

や
そ
の
保
護
者
に
剣
道
実
技
に
参
加
す 

る
よ
う
説
得
す
る
の
み
で
、
要
求
さ
れ 

て
い
た
代
替
措
置
を
一
切
採
ら
な
か
っ 

た
。X
は
剣
道
実
技
の
補
講
に
も
参
加 

し
な
か
っ
た
た
め
、
体
育
科
目
の
修
得 

認
定
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。X
は
二 

年
連
続
し
て
原
級
留
置
処
分(

留
年) 

を
受
け
た
た
め
、
学
則
に
定
め
る
退
学 

事

由

で

あ

る

「学
力
劣
等
で
成
業
の
見 

込
み
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
」
に
該 

当
す
る
と
の
判
断
の
下
に
退
学
処
分
を 

受
け
た
。

こ
の
た
め
、X
は
、
信
教
の 

自
由
や
教
育
を
受
け
る
権
利
を
侵
害
す 

る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
学
校
長Y
に 

対
し
、
本
件
各
処
分
の
取
消
し
を
求
め 

る
訴
訟
を
提
起
し
た
。

(

最
高
裁
一
九
九
六
年
三
月
八
日
判
決) 

「
高
等
専
門
学
校
の
校
長
が
学
生
に 

対
し
原
級
留
置
処
分
又
は
退
学
処
分
を 

行
う
か
ど
う
か
の
判
断
は
、
校
長
の
合 

理
的
な
教
育
的
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
べ 

き
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
が
そ
の
処
分 

の
適
否
を
審
査
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
 

校
長
の
裁
量
権
の
行
使
と
し
て
の
処
分

が
、
全
く
事
実
の
基
礎
を
欠
く
か
又
は 

社
会
観
念
上
著
し
く
妥
当
性
を
欠
き
、
 

裁
量
権
の
範
囲
を
超
え
又
は
裁
量
権 

を
濫
用
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限 

り
、
違
法
で
あ
る
と
判
断
す
べ
き
も
の 

で
あ
る
」

「
信
仰
上
の
理
由
に
よ
る
剣
道
実
技 

の
履
修
拒
否
を
、
正
当
の
理
由
の
な
い 

履
修
拒
否
と
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
代 

替
措
置
が
不
可
能
と
い
う
わ
け
で
も
な 

い
の
に
、
代
替
措
置
に
つ
い
て
何
ら
検 

討
す
る
こ
と
も
な
く
体
育
科
目
を
不
認 

定
と
し
た
担
当
教
員
ら
の
評
価
を
受
け 

て
、
原
級
留
置
処
分
を
し
、
さ
ら
に
不 

認
定
の
主
た
る
理
由
及
び
全
体
成
績
に 

つ
い
て
勘
案
す
る
こ
と
な
く
、

二
年
続 

け
て
原
級
留
置
と
な
っ
た
た
め
学
則
に 

い

う

『学
力
劣
等
で
成
業
の
見
込
み
が 

な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
』
に
当
た
る
と 

し
、
退
学
処
分
を
し
た
と
い
うY
の
措

置
は
、
考
慮
す
べ
き
事
項
を
考
慮
し
て 

お
ら
ず
、
又
は
考
慮
さ
れ
た
事
実
に
対 

す
る
評
価
が
明
白
に
合
理
性
を
欠
き
、
 

そ
の
結
果
、
社
会
観
念
上
著
し
く
妥
当 

性
を
欠
く
処
分
を
し
た
も
の
と
評
す
る 

ほ
か
は
な
く
、
本
件
各
処
分
は
、
裁
量 

権
の
範
囲
を
超
え
る
違
法
な
も
の
と
言 

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」

(

コ
メ
ン
ト)

本
件
は
、
学
生
の
信
仰
上
の
理
由
に 

基
づ
く
格
技
の
拒
否
、
そ
れ
に
対
す
る 

学
校
の
教
育
評
価
の
あ
り
方
が
本
格
的 

に
争
わ
れ
た
珍
し
い
事
例
で
あ
り
、
最 

高
裁
が
学
生
の
訴
え
を
認
め
た
判
決 

は
、
社
会
的
な
注
目
を
集
め
る
こ
と
と 

な
り
ま
し
た
。

本
件
の
場
合
、X
の
真
摯
な
態
度
に 

基
づ
く
代
替
措
置
の
要
求
に
対
し
、
学 

&

い
っ
さ
い
耳
を
傾
け
る
こ 

た
だ
ひ
た
す
ら
剣
道
実
技
の
履
修
を
迫 

り
、
さ
ら
に
学
則
を
機
械
的
に
適
用
し
、
 

生
徒
を
退
学
に
ま
で
追
い
込
ん
だ
も
の 

で
す
。
学
生
の
教
育
を
受
け
る
権
利
、
信 

教
の
自
由
、
さ
ら
に
は
教
育
基
本
法
九 

条
一
項
な
ど
に
対
す
る
配
慮
が
欠
け
て 

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
し
よ
う
。
 

【
公
立
小
学
校
に
お
け
る
日
曜
参
観
授 

業
に
欠
席
し
た
旨
を
指
導
要
録
に
記
載 

す
る
こ
と
は
行
政
処
分
で
は
な
い
し
、
 

授
業
実
施
は
校
長
の
裁
量
権
の
範
囲
内 

で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
】

(

事
案)

あ
る
公
立
小
学
校
に
子
ど
もX
を
通 

わ

せ
て

い
た
両
親(

と
も
に
教
会
牧
師 

及
び
副
牧
師)

は
、
学
校
が
日
曜
日
に
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実
施
し
た
日
曜
参
観
授
業
に
子
ど
も
を 

出
席
さ
せ
ず
、
教
会
学
校
に
出
席
さ
せ 

た
。

こ
の
た
め
、
小
学
校
長Y
は
、
自 

ら
が
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
小 

学
校
児
童
指
導
要
録
に
「欠
席
」

の
旨 

を
記
載
し
た
。

こ
の
措
置
に
対
し
、X
 

はY
に
対
し
、
こ
の
指
導
要
録
へ
の
「欠 

席
」
と
の
記
載
は
違
法
な
行
政
処
分
で 

あ
る
の
で
そ
の
取
消
を
求
め
る
訴
訟
を 

提
起
し
た
。X
ら
の
主
張
は
、①

キ
リ 

ス
ト
教
徒
の
宗
教
教
育
の
自
由
を
侵
害 

し
、
憲
法
二
〇
条
一
項
に
違
反
す
る
、
 

②

公
教
育
に
お
け
る
宗
教
教
育
へ
の
教 

育
上
の
特
別
配
慮
義
務
に
違
反
し
、
公 

教
育
の
宗
教
的
中
立
性
を
定
め
た
教
育 

基
本
法
九
条
に
違
反
す
る
、
な
ど
と
い 

う
も
の
で
あ
っ
た
。

(

東
京
地
裁
一
九
八
六
年
三
月
二
十
日 

判
決)「

指
導
要
録
に
出
欠
の
記
録
を
す
る 

目
的
及
び
そ
の
機
能
は
、
も
っ
ぱ
ら
そ 

の
後
に
児
童
を
担
任
す
る
教
師
ら
の
た 

め
に
そ
の
児
童
の
出
欠
状
況
に
つ
い
て 

の
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
 

本
件
欠
席
記
載
は
単
な
る
事
実
行
為
で 

あ
る
に
と
ど
ま
り
、

こ
れ
に
よ
りX
ら 

の
権
利
義
務
に
直
接
法
律
上
の
影
響
を 

及
ぼ
す
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
る
」 

「
小
学
校
に
お
い
て
授
業
参
観
を
日 

曜
日
に
実
施
す
る
こ
と
は
、
公
教
育
と 

し
て
学
校
教
育
上
十
分
な
意
義
を
有
す 

る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
法
的
な
根
拠
に 

基
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ 

れ
を
実
施
す
る
か
否
か
、
実
施
す
る
と 

し
て
い
か
な
る
時
間
帯
に
行
う
か
はY
 

の
学
校
管
理
運
営
上
の
裁
量
権
の
範
囲 

内
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
授
業 

の
実
施
と
こ
れ
に
出
席
し
な
か
っ
たX
 

ら
を
欠
席
扱
い
に
し
た
こ
と
がX
ら
に 

対
し
て
不
法
行
為
を
構
成
す
る
違
法
が 

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、Y
が
右
の 

裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
濫
用
し
た 

場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
」 

「
宗
教
行
為
に
参
加
す
る
児
童
に
つ 

い
て
公
教
育
の
授
業
日
に
出
席
す
る
こ 

と
を

免
除
す

る
と

い
う
こ
と
で

は
、
 

宗

教

や

宗

派

ご

と

に(

公
教
育
が
実 

施
さ
れ
る
日
と
信
仰
上
の
集
会
を
行
う 

日
の)

重
複
の
日
数
が
異
な
る
こ
と
か 

ら
、
結
果
的
に
、
宗
教
上
の
理
由
に
よ 

っ
て
個
々
の
児
童
の
授
業
日
数
に
差
異 

を
生
じ
る
こ
と
を
容
認
す
る
こ
と
に
な 

っ
て
、
公
教
育
の
宗
教
的
中
立
性
を
保 

つ
う
え
で
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
の 

み
な
ら
ず
、
当
該
児
童
の
公
教
育
上
の 

成
果
を
そ
れ
だ
け
阻
害
し
、
そ
の
う
え 

さ
ら
に
、
公
教
育
が
集
団
的
教
育
と
し 

て
挙
げ
る
は
ず
の
成
果
を
も
損
な
う
こ 

と
に
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
公
教
育
が
失 

う
と
こ
ろ
は
少
な
く
な
い
」 

「
教
育
基
本
法
九
条
一
項
は
、
宗
教 

に
関
す
る
寛
容
の
態
度
と
並
べ
て
宗
教

の
社
会
生
活
に
お
け
る
地
位
を
教
育
上 

尊
重
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る 

が
、
そ
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
… 

人
格
の
完
成
を
目
指
し
国
家
及
び
社
会 

の
形
成
者
と
し
て
の
資
質
を
育
成
し
よ 

う
と
す
る
教
育
の
目
的
的
見
地
か
ら
、
 

社
会
生
活
に
お
け
る
宗
教
の
地
位
の
尊 

重
に
つ
い
て
配
慮
を
促
し
た
も
の
と
理 

解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
規
定
は 

宗
教
的
活
動
の
自
由
に
教
育
に
優
先
す 

る
地
位
を
与
え
た
り
、
そ
の
価
値
に
順 

序
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
 

政
治
的
教
養
の
尊
重
を
う
た
う
の
と 

同
様
の
趣
旨
に
出
た
も
の
に
他
な
ら
な 

い
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
の
規
定
か
ら
、
日 

曜
日
の
宗
教
教
育
が
本
件
授
業
の
実
施 

に
優
先
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
も
の
と
根
拠
づ
け
るX
ら
の
主
張 

は
採
用
で
き
な
い
」 

(

コ
メ
ン
ト)

判
決
は
、①
Y

の
行
為
が
個
人
の
信 

教
の
自
由
を
侵
害
し
て
ま
で
行
わ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
高
度
の
必
要
性 

が
あ
る
か
、②
Y

の
行
為
に
従
っ
た
場 

合

に
侵
害
さ
れ

る
宗
教
上
の
利
益
、
 

宗
教
上
の
義
務
に
従
っ
た
場
合
の
不
利 

益
、③

当
該
宗
教
的
行
為
が
他
の
一
般 

国
民
に
与
え
る
影
響
、④
Y

の
行
為
が 

同
じ
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
代
替
性 

の
な
い
唯
一
の
手
段
方
法
で
あ
る
か
、
 

に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、Y
 

の
行
為
に
違
憲
性
は
認
め
ら
れ
ず
、X
 

ら
の
蒙
る
不
利
益
は
、
受
忍
す
べ
き
範 

囲
内
に
あ
る
と
し
ま
し
た
。

こ
の
点
、
 

判
決
は
、
他
の
宗
教
と
の
関
係
に
も
配 

慮
し
て
判
断
し
て
い
ま
す
。

こ
の
判
決 

の
考
え
方
に
つ
い
て
は
論
争
が
あ
り
ま 

す
が
、
妥
当
で
あ
る
と
の
意
見
が
多
い 

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に

昨
今
の
教
育
改
革
論
議
の
中
で
も
、
 

宗
教
と
教
育
の
問
題
は
重
要
な
課
題
と 

な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、
オ
ウ
ム
真
理 

教
の
信
徒
の
子
ど
も
の
就
学
を
め
ぐ
る 

問
題
な
ど
宗
教
と
学
校
教
育
に
か
か
わ 

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま 

す
。

こ
れ
を
機
に
、
宗
教
と
教
育
の
関 

係
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で 

し
よ
う
か
。

〈参
考
文
献
〉

•

『憲
法
新
版
』(

岩
波
書
店)

•

『教
育
判
例
ガ
イ
ド
』(

有
斐
閣) 

文
-

見
野
彰
信

早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
。
民

事•

刑

事•

家
事
な 

ど
法
律
問
題
一
般
を
扱
う
。
野
田
信
彦
法
律
事
務 

所
(
札
幌
市)

所
属
。
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世
田
谷
学
園
の
教
育
理
念 

私
立
学
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
建
学
の 

理
念
が
あ
り
、
そ
の
理
念
に
基
づ
い
た
教
育 

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
旃
檀
林
の
流
れ
を 

汲
み
、
曹
洞
宗
第
一
中
学
林
を
淵
源
に
持
つ 

世
田
谷
学
園
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

世
田
谷
学
園
で
は
、
釈
尊
の
教
え
「
天
上
天 

下
唯
我
独
尊
」
を
一
〃T

h
i
n
k

さS
h
a
r
e

" 
—— 

と
い
う
英
語
に
直
し
、
教
育
理
念
を
将
来
に 

わ
た
っ
て
、
ま
た
世
界
や
地
域
を
超
え
る
も 

の
と
し
て
現
在
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「人 

は
一
人
一
人
が
か
け
が
え
の
な
い
尊
い
存
在 

で
あ
り
、
誰
も
が
立
派
な
人
間
に
な
る
力
を 

持
つ
て
い
る
」
と
い
う
人
間
観
で
あ
り
、
同
時 

に

「
人
は
固
有
の
価
値
観
や
文
化
を
持
っ
て 

お
り
、
そ
れ
を
お
互
い
が
理
解
し
、
認
め
合 

う
こ
と
で
、
立
派
な
地
球
社
会
の
創
造
が
可 

能
に
な
る
」
と
い
う
世
界
観
で
も
あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
こ
の
教
育
理
念
を
具
体
的
に
し
た
も 

の

と

し

て

「明
日
を
み
つ
め
て
、
今
を
ひ
た 

す
ら
に
」
「
違
い
を
認
め
合
っ
て
、
思
い
や 

り
の
心
を
」
と
い
う
二
つ
の
モ
ッ
ト
ー
を
定 

め
、
授
業
や
日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
国
際 

交
流
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
展
開
さ
せ
て 

い
ま
す
。
校
章
の
デ
ザ
イ
ン(

表
題
参
昭
ハ)

も
、
 

坐
し
て
己
を
見
つ
め
、
智
と
徳
を
磨
く
生
徒 

の
姿
を
現
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

以
上
述
べ
た
基
本
的
な
考
え
は
、
学
園
全 

体
で
取
り
組
む
性
質
の
も
の
で
す
が
、
与
え 

ら
れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
宗
教
科
の
取
り 

組
み
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
ま
す
。
 

宗
教
科
の
取
り
組
み 

「
宗
教
」•

「
道
徳
」

の
時
間
は
現
在
で
は

「生
き
方
」
と
名
称
を
変
え
、
人
生
を
よ
り 

良
く
生
き
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、
 

と
い
っ
た
こ
と
や
、
自
分
と
は
何
か
、

い
の 

ち
と
は
何
か
、
他
を
思
い
や
る
と
は
ど
う
い 

う
こ
と
か
、
私
た
ち
と
社
会
や
異
文
化
と
の 

関
わ
り
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
仏
教
や
宗 

教
が
現
代
に
問
い
か
け
る
も
の
は
何
か
、
釈 

尊
や
両
祖
様
の
教
え
が
語
る
も
の
は
何
か
、
 

な
ど
と
い
う
テ
ー
マ
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な 

角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
授
業
を
展 

開
し
て
い
ま
す
。
学
際
的
な
分
野
ま
で
踏
み 

込
む
授
業
展
開
も
多
く
設
け
る
よ
う
に
し
て 

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
提
示
し
た
り 

意
見
の
交
換
を
通
し
た
り
し
て
、
生
徒
自
身 

に
多
角
的
に
も
の
ご
と
を
考
え
て
も
ら
う
機

会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
七
十
分
授 

業
を
展
開
し
て
い
る
た
め
、
実
施
学 

年
は
中
学
生
全
員
と
高
等
学
校
の
二 

年

生
(

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ス
は
高
等
学 

校
三
年
間)

の
み
で
す
。
授
業
で
は 

座
学
が
中
心
で
す
が
、
始
業
前
に
椅 

子
坐
禅
に
取
り
組
ん
だ
り
、
年
間
四 

な
い
し
五
回
ほ
ど
坐
禅
堂
を
使
っ
た 

坐

禅
(

本
山
安
居
経
験
者
と
教
員
と 

の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ)

を
実 

施
し
て
お
り
、
写
経
に
も
取
り
組
ん 

で
い
ま
す
。
授
業
に
対
す
る
生
徒
の 

反
応
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
比
較
的 

常
識
的
な
意
見
を
出
す
生
徒
が
多
い 

よ
う
で
す
。
取
り
扱
う
テ
ー
マ
に
よ
つ 

て
は
意
外
な
反
応
を
示
す
場
合
も
あ 

り
ま
す
が
、
社
会
現
象•

時
代
背
景
・
 

生
徒
個
人
の
生
育
歴
・
生
徒
を
取
り 

巻
く
社
会
環
境
な
ど
が
影
響
し
て
い 

る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

学
校
行
事
に
お
け
る
取
り
組
み 

学
校
行
事
に
も
、
宗
教
関
係
で
は
二
祖
三 

仏

忌

や

精

霊

祭(

み
た
ま
ま
つ
り
。
左
写
真 

参
照)

、
両
本
山
へ
の
参
拝
や
一
泊
参
禅
、
 

有
志
の
生
徒
に
よ
る
臘
八
摂
心(

約
三
百
人 

が
皆
勤
し
ま
す
。
右
写
真
参
照)

や
早
朝
坐 

禅
(

毎
週
金
曜
日•

約
五
十
人
が
皆
勤
し
ま 

す)

、
保
護
者
対
象
の
坐
禅
体
験
な
ど
が
あ 

り
、

こ
れ
ら
の
行
事
を
通
し
て
仏
教•

禅
に 

触
れ
る
機
会
を
多
く
し
て
い
ま
す
。
己
を
鍛 

え
る
道
場
と
し
て
の
学
校
に
出
入
り
す
る
際 

に
は
、
校
門
で
一
礼
し
て
自
己
を
見
つ
め
る 

機
会
と
し
て
い
る
の
も
そ
の
流
れ
の
一
環
と 

言
え
ま
す
。
し
か
し
、
核
家
族
化
の
影
響
か
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龜儷唐爲麴
宗教教育における 

現代社会へのアプローチ

生
活
様
式
の
変
化
か
は
不
明
で
す
が
、
宗
教 

的
な
行
事
が
実
体
験
を
伴
っ
た
身
近
な
も
の 

と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
生
徒
も
お
り
、

い
か 

に
し
て
専
門
の
用
語
や
知
識
に
頼
ら
ず
に
仏 

教
・
禅
を
語
れ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う 

な
気
が
し
ま
す
。
学

校

見

学(

説

明

会•

学 

園

祭•

オ
—
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス)

な
ど
で
百 

周
年
記
念
と
し
て
新
築
さ
れ
た
坐
禅
堂
の
存 

在
も
知
っ
て
い
ま
す
し
、
宗
教
教
育
の
実
際 

も

『学
園
案
内
』
な
ど
で
あ
る
程
度
了
解
し 

た
う
え
で
入
学
を
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る 

の
で
、
今
す
ぐ
結
果
が
出
な
く
と
も
「仏
教 

は
面
白
い
。
人
生
の
ヒ
ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス 

を
も
ら
っ
た
。
」

と
い
う
意
見
が
生
ま
れ
て 

く
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宗
門
寺
院
徒
弟
の
教
育
に
つ
い
て 

宗
内
生
に
関
し
て
は
、
新
入
生
は
全
て 

中
学
生
か
ら
の
六
年
一
貫
教
育
生
と
し
て
い 

る
た
め
、

こ
こ
数
年
は
中
高
あ
わ
せ
た
在
籍 

者
数
が
二
十
名
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学 

校
行
事
へ
の
参
加
は
基
本
的
に
は
一
般
の
生 

徒
と
同
じ
で
す
が
、
儀
式
の
際
の
準
備
や
各 

種
配
役
、
そ
の
た
め
の
事
前
指
導
な
ど
を
行 

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
宗
内
生
は
毎 

年
夏
に
長
野
県
茅
野
市
の
頼
岳
寺
を
お
借
り 

し
て
叢
林
生
活
を
、
高
校
宗
内
生
は
可
睡
斎 

で

の
春•

夏
の
特
殊
安
居
に
参
加
し
て
い
ま 

す
。
名
刹
の
参
拝
や
見
学
会
を
行
な
っ
た
り
、
 

暮
れ
に
は
地
元
、
三
軒
茶
屋
で
の
歳
末
助
け 

合
い
募
金
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

宗
教
教
育
の
今
後

こ
れ
か
ら
は
、
保
護
者
の
価
値
観
が
多
様 

化
•

複
雑
化
し
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
が
独
自
に
取
り
組
む
「売
り
物
」
を
何 

に
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
も 

ち
ろ
ん
宗
門
の
学
校
で
あ
る
世
田
谷
学
園
と 

し
て
も
、
常

に

「仏

教
•

禅
の
精
神
」

の
現 

代
的
な
意
味
や
意
義
を
念
頭
に
お
い
た
教
育 

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で 

も
あ
り
ま
せ
ん
。
「
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し 

思
索
を
深
め
て
自
ら
の
課
題
を
見
つ
け
る
と 

と
も
に
、
問
題
を
解
決
す
る
力
を
高
め
自
立 

を
促
す
こ
と
」
、
「自
ら
の
拠
っ
て
立
つ
と
こ 

ろ
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
他
の
意
見 

に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
」
、
「
日
々
の
つ 

と
め
を
怠
ら
ず
、
切
磋
琢
磨
し
つ
つ
敬
愛
の 

念
を
持
っ
て
共
に
学
ぶ
こ
と
を
喜
ぶ
こ
と
」
、
 

そ

し

て

「自
分
と
は
何
か
、
そ
の
正
体
は
何 

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」
、
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
生
徒
諸
君
に
伝
え
る
こ

修復工事から新築工事まで 

あらゆる対震(=対地震)工事に 

最新技術※で対応Iております。 

日本古来の伝統の技を伝承する、 

魚津の設計と施工。

※大本山總持寺香積台耐震改修工事で採用させて頂きました。

神社•仏閣専門建築

舞魚津社寺工務店
〒454-0004名古屋市中川区西日置二丁目12番20号 

TEL(052)331-3080 ■ 0854 FAX(052)332-3540

世
田
谷
学
園
中
学
校•

高
等
学
校 

評
議
員 

専
修
科 

主
事
宗
教
科
主
任

1
9
5
4
年
神
奈
川
県
相
模
原
市
に
生
ま
れ
る 

1
9
7
0
年
世
田
谷
中
学
校
卒
業

1
9
7
3
年
世
田
谷
高
等
学
校
卒
業

(

在
学
中
特
殊
安
居
修
了)

1
9
7
7
年 

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
卒
業 

1
9
7
7
年 

大
本
山
永
平
寺
安
居

1
9
7
8
年
世
田
谷
学
園
に
国
語
科
教
諭
と
し
て
奉 

職

の

ち

宗

教

も

担

当

創

立

80
周 

年
•

同
90
周

年•

同
通
周
年
記
念
校
史 

編
纂
事
業
に
携
わ
る

と
が
、
生
き
た
宗
教
教
育
に
つ
な
が
る
の
で 

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

19 S0USEI 2003.11



曹

洞

禅

の

再

活

性

化
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な
ぜ
仏
教
か
？ 

今

月
(

十

月)

最
後
の
土
曜
日
、

わ
た 

し
が
渡
米
し
て
か
ら
ず
っ
と
毎
週
一
回
の 

坐
禅
会
を
続
け
て
い
る
ス
ミ
ス
女
子
大
学
で 

M
A
N
Y

 F
L
A
V
O
R
S

 

〇F

 D
H
A
R
M
A

 
(

『
さ 

ま
ざ
ま
な
法
の
香
り
』)

と
銘
う
っ
た
一
日 

集
会
が
開
か
れ
ま
す
。

こ
れ
は
わ
た
し
や 

こ
の
大
学
で
仏
教
を
講
じ
て
い
る
二
大
の
先 

生
ほ
か
数
名
の
仏
教
者
が
集
ま
っ
て
企
画
を 

た
て
、
お
も
に
西
部
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州 

で
活
動
し
て
い
る
三
十
五
に
の
ぼ
る
さ
ま
ざ 

ま
な
仏
教
グ
ル
ー
プ
や
セ
ン
タ
ー
に
呼
び
か 

け
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
依
頼
し
、

一
 

般
の
大
た
ち
の
仏
教
理
解
を
深
め
る
一
助 

に
な
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る 

も
の
で
す
。
実
は
わ
れ
わ
れ
三
大
の
発
案
で 

昨
春
に
第
一
回
目
の
集
会
を
も
っ
た
の
で
す 

が
、
百
五
十
名
以
上
の
参
加
者
を
得
て
た
い 

へ
ん
好
評
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に 

気
を
よ
く
し
て
第
二
回
目
の
集
会
を
も
つ
こ 

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

今

回

は

午

前

中

に

パ

ネ

ル•

デ
ィ
ス 

カ

ッ

シ

ョ

ン

の

時

間

を

設

け

、W
H
Y

 

B
U
D
D
H
I
S
M
7

 
(

『
な
ぜ
仏
教
か
？
』)

と
い 

う
テ
ー
マ
で
四
大
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
聴
衆
が 

討
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
「外 

来
宗
教
」

で
あ
る
仏
教
が
ア
メ
リ
カ
大
に
ア

ッ
ピ
ー
ル
し
て
い
る
の
か
？

仏
教
の
ど
こ 

に
魅
力
が
あ
る
の
か
？

仏
教
が
ア
メ
リ
カ 

大
の
生
き
方
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を 

与
え
て
い
る
の
か
？ 

そ
れ
は
な
ぜ
か
？ 

伝
統
的
な
仏
教
の
ど
こ
に
物
足
り
な
さ
を
感 

じ
る
の
か
？ 

そ
こ
を
ど
う
乗
り
越
え
て
い 

け
ば
い
い
の
か
？
…
と
い
っ
た
問
い
を
め
ぐ 

っ
て
活
発
な
議
論
が
起
き
て
欲
し
い
と
思
っ 

て
い
ま
す
。
広
大
な
ア
メ
リ
カ
の
一
隅
で
名 

門
女
子
大
学
の
建
物
を
使
っ
て
こ
う
い
う
企 

画
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
か
な 

り
の
反
響
を
よ
ぶ
と
い
う
こ
と
自
体
、
ア
メ 

リ
カ
に
お
け
る
仏
教
受
容
の
高
ま
り
を
象
徴 

し
て
い
る
と
い
え
る
で
し
よ
う
。

さ
て
、

こ
れ
が
日
本
だ
と
ど
う
い
う
こ 

と
に
な
る
で
し
よ
う
か
？ 

も
し
同
じ
よ
う 

な
討
議
を
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
テ
ー
マ
は 

む
し
ろ
そ
れ
と
は
逆
に
し
な
く
て
は
な
ら
な 

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

つ

ま

り

「
な
ぜ
仏
教 

は
活
力
を
失
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
問 

い
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
学 

者
の
研
究
対
象
と
し
て
の
仏
教
で
も
な
け
れ 

ば
、
葬
儀
や
先
祖
供
養
と
い
っ
た
形
を
と
っ 

て
仏
教
僧
侶
が
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
宗
教
儀 

礼
•

習
俗
と
し
て
の
仏
教
で
も
な
い(

も
ち 

ろ
ん
そ
れ
は
そ
れ
で
現
実
に
機
能
し
て
い
る 

仏
教
の
不
可
欠
の
構
成
要
素
な
の
で
す
が)

、
 

大

間

が

娑

婆(

忍
土)

と
い
わ
れ
る
こ
の
世

を
尊
厳
さ
を
も
っ
て
生
き
抜
い
て
い
く
道
と 

で
も
言
う
べ
き
仏
教
本
来
の
姿
が
い
ま
の
日 

本
で
は
と
て
も
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
か 

ら
で
す
。
そ
れ
は
、
仏
教
と
い
う
実
践
的
教 

え
を
必
要
と
し
な
い
ほ
ど
今
の
日
本
人
は
人 

間
的
に
成
熟
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で 

し
ょ
う
か
？

わ
れ
わ
れ
は
仏
教
が
無
用
な 

ほ
ど
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
幸
せ
な
状
態
に
あ
る
と 

い
う
こ
と
な
の
で
し
よ
う
か
？

少
な
く
と 

も
わ
た
し
に
は
と
て
も
そ
う
だ
と
は
思
わ
れ 

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
今
ほ
ど
仏
教
が
潜
在
的
に 

秘
め
て
い
る
力
が
発
揮
さ
れ
る
べ
き
時
は
な 

い
よ
う
に
す
ら
感
じ
て
い
ま
す
。

「
わ
た
し
は
他
の
も
っ
と
大
事
な
こ
と
で 

死
ぬ
ほ
ど
忙
し
い
の
だ
か
ら
、
仏
教
な
ん
て 

悠
長
な
こ
と
に
か
ま
け
て
い
る
暇
な
ん
か
な 

い
」
と
う
そ
ぶ
く
人
が
大
半
を
し
め
て
い
る 

よ
う
な
と
こ
ろ
で
こ
そ
最
も
仏
教
が
学
ば
れ 

実
践
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

宗
教
心(

菩
提
心)

の
目
覚
め 

一
九
九
五
年
春
、
ダ
ラ
イ•

ラ
マ
と
並
ん
で 

欧
米
で
も
っ
と
も
敬
愛
さ
れ
て
い
る
仏
教
指 

導
者
で
あ
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
禅
僧
テ
イ
ク
・ 

ナ
ッ
ト 
•

ハ
ン
師
が
弟
子
た
ち
を
連
れ
て
日 

本
に
来
ら
れ
た
時
、
わ
た
し
は
通
訳
の
一
大 

と
し
て
約
二
十
日
間
、
師
の
一
行
に
つ
い
て 

一
緒
に
各
地
を
旅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

20

そ
の
あ
い
だ
、
リ
ト
リ
ー
ト
や
講
演
に
参
加 

し
た
若
者
た
ち
が
「
こ
う
い
う
も
の
が
仏
教 

な
ら
も
っ
と
深
く
知
り
た
い
し
修
行
し
た
い
」 

と
興
奮
し
た
調
子
で
語
る
の
を
何
度
も
耳
に 

し
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
テ
ィ
ク•

ナ
ッ
ト•

ハ 

ン
師
が
提
示
す
る
よ
う
な
仏
教
の
姿
に
そ
れ 

ま
で
触
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

自
分
の
人
生
の
問
題
に
じ
か
に
関
わ
る
よ
う 

な
形
で
、
し
か
も
具
体
的
な
修
行
を
通
し
て 

仏
教
を
考
え
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
こ
な
か
っ 

た
の
で
す
。
仏
教
を
わ
か
り
扌
く
し
か
も
日

 々

の
実
践
と
し
て
説
く
師
の
法
話
を
聞
き
、
坐 

禅
や
経
行
と
い
っ
た
実
践
を
実
際
に
体
験
し
、
 

ま
た
仏
教
修
行
の
成
果
を
体
現
し
て
い
る
修 

行
僧
た
ち
と
じ
か
に
出
会
う
こ
と
で
、
か
れ 

ら
の
中
に
眠
っ
て
い
た
宗
教
心(

菩
提
心)

が
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目
覚
め
動
き
だ
し
た
の
で
す
。

仏
教
の
基
本
中
の
基
本
と
さ
れ
て
い
る
四 

聖
諦
の
う
ち
の
苦
聖
諦
が
教
え
て
い
る
よ
う 

に
、
意
識
す
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も 

が
例
外
な
く
人
生
に
問
題
を
抱
え
て
生
き
て 

い

ま

す
(

老
•

病
•

死
は
そ
の
典
型
例)

。
 

仏
教
と
は
こ
の
問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合 

い
、
そ
れ
を
掘
り
下
げ
て
い
く
指
針
を
与
え 

て
く
れ
る
も
の
な
の
で
す
か
ら
、

い
か
に
生 

き
る
か
を
真
摯
に
問
題
と
す
る
人
に
と
っ
て 

は
こ
の
う
え
な
く
有
益
な
参
考
に
な
る
、
文 

字

通

り

の

「法
宝
」
な
の
で
す
。
そ
れ
は
本 

来
、
死
者
で
は
な
く
生
き
る
人
に
「役
立
つ 

道
具
」
な
の
で
す
。

い
か
に
役
立
つ
道
具
で 

も
使
わ
れ
な
け
れ
ば
そ
れ
は
「宝
の
も
ち
ぐ 

さ
れ
」

で
す
。
日
本
の
い
ま
の
仏
教
は
ま
さ 

に
そ
う
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思 

い
ま
す
。

い
ま
こ
そ
そ
れ
を
道
具
箱
か
ら
引 

っ
張
り
出
し
、
改
良
す
べ
き
と
こ
ろ
は
改
良 

し
て
、
お
お
い
に
使
い
こ
な
し
て
い
か
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

「
こ
れ
ま
で
の
も
の
」
か
ら 

「
こ
れ
か
ら
の
も
の
」
へ

仏
教
を
、

わ
れ
わ
れ
の
場
合
で
あ
れ
ば 

曹

洞

禅

を

「
こ
れ
ま
で
の
も
の
」

で
は
な
く 

「
こ
れ
か
ら
の
も
の
」
と
し
て
新
し
い
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
の
も
と
に
再
活
性
化
し
て
い
く
た
め 

に
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
わ
れ
わ
れ
仏
教
に
関 

わ
る
者
自
身
が
仏
教
に
新
鮮
に
出
会
い
な
お 

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
若
き
釈
尊
が 

「
四
門
出
遊
」

の
逸
話
に
お
い
て
人
生
の
真 

実
相
に
大
き
な
衝
撃
を
も
っ
て
出
会
っ
た
の 

と
同
じ
意
味
で
、
わ
れ
わ
れ
も
自
分
の
人
生 

の
現
実
に
あ
ら
た
め
て
出
会
い
な
お
す
こ
と 

が
前
提
に
な
り
ま
す
。
忙
し
く
動
き
回
る
の 

を
い
っ
た
ん
止
め
て
「
一
度
し
か
な
い
お
ま 

え
の
こ
の
人
生
は
そ
れ
で
い
い
の
か
」
と
い 

う
わ
れ
わ
れ
が
避
け
つ
づ
け
て
き
た
問
い
か 

け
に
じ
つ
く
り
向
き
合
う
こ
と
で
す
。

こ
の 

問
い
か
け
を
引
き
受
け
る
こ
と
な
し
に
は
仏 

教
に
出
会
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
の
で 

す
。
問
い
の
な
い
者
に
教
え
は
姿
を
現
し
ま 

せ
ん
。
道
元
禅
師
の
言
わ
れ
る
「生
死
の
一 

大
事
」
は
他
の
誰
の
こ
と
で
も
な
い
自
分
自 

身
の
一
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
骨
身
に
沁
み 

て
感
じ
る
こ
と
が
第
一
歩
な
の
で
す
が
、
そ 

れ
が
ど
う
い
う
訳
か
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ 

て
き
て
い
る
の
で
す
。

こ

の

い
わ

ば

「
出
発 

占
心
」
に
ま
で
ど
う
や
っ
て
煮
詰
ま
っ
て
い
く 

か
、
そ
れ
を
一
緒
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば 

な
り
ま
せ
ん
。

「仏
教
と
の
出
会
い
の
場
」
の
創
出 

自
分
の
人
生
と
い
う
難
問
題
を
ひ
っ
さ 

げ
て
仏
教
に
出
会
い
な
お
す
こ
と
が
で
き 

れ
ば
、

そ
こ
に
い
の
ち
に
つ
い
て
の
深
遠 

な
叡
智
と
磨
き
ぬ
か
れ
た
宗
教
的
実
践
の 

諸

技

法

を

豊

か

に

宿

し

た

「
あ
な
た
の
た 

め
の
応
用
人
生
学
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き 

る
で
し
よ
う
。
わ
た
し
は
そ
れ
を
前
に
「
心 

理
療
法
と
し
て
の
曹
洞
禅
」

と
よ
び
ま
し 

た
。
葬
儀
や
先
祖
供
養
を
司
る
ほ
か
に
寺 

や
僧
侶
の
果
た
す
べ
き
重
要
な
役
割
は
、
 

有
縁
の
人
び
と
に
そ
う
い
う
仏
教
の
姿
を

わ
か
り
や
す
く
提
示
し
、
実
体
験
を
と
お 

し
て
そ
れ
を
納
得
し
て
も
ら
う
努
力
を
す 

る
こ
と
で
す
。

テ

イ

ク•

ナ

ッ

ト•

ハ
ン 

師
は
在
家
の
人
た
ち
に
定
期
的
に
集
ま
っ 

て
出
家
者
に
準
ず
る
修
行
生
活
を
一
日
あ
る 

い
は
二
日
間
行
な
う
こ
と
を
強
く
勧
め
て
い 

ま
す
。

こ

れ

は

「
八
戒
斎
」
あ

る

い

は

「
ハ 

関
斎
」

と
言
わ
れ
る
在
家
修
行
者
の
た
め 

の
行
持
に
も
と
づ
く
ア
イ
デ
ア
で
す
。
伝 

統
的
に
は
在
家
の
男
女
が
六
斎
日(

毎
月
の 

ハ•

十
四•

十
五•

二
十
三•

二
十
九•

三
十
日) 

に
寺
に
出
か
け
て
一
昼
夜
、
八

つ

の

戒(

生 

き
物
を
殺
さ
な
い
、
盗
み
を
し
な
い
、
性
交 

を
し
な
い
、
嘘
を
言
わ
な
い
、
酒
を
飲
ま
な 

い
、
装

身
•

化
粧
を
や
め
歌
・
舞
を
聴
視
し 

な
い
、
高
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ベ
ッ
ト
に
寝 

な
い
、
昼
食
後
食
べ
な
い)

を
守
り
、
出
家 

生
活
を
一
日
だ
け
守
る
と
い
う
形
を
と
っ
て 

い
ま
す
。
テ

ィ

ク•

ナ

ッ

ト•

ハ
ン
師
の
指 

導
の
も
と
日
本
で
二
回(

比
叡
山
の
居
士
林 

と
鎌
倉
の
光
明
寺)

そ
れ
に
近
い
こ
と
を
や 

り
ま
し
た
が
、

こ
れ
な
ら
日
本
の
曹
洞
宗
寺 

院
で
も
そ
れ
ほ
ど
労
力
を
要
さ
ず
に
で
き
る 

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
僧
侶
が
有 

志
の
者
を
募
り
、
寺
を
会
場
に
し
て
、

一
定 

の
差
定
に
従
っ
て
一
緒
に
修
行
す
る
こ
う
し 

た

「
八
戒
斎
」(

「
一
日
出
家
」
と
で
も
い
え 

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん)

を
月
に
少
な
く
と
も 

一
回
で
き
れ
ば
何
回
か
催
す
の
で
す
。
八
戒 

の
受
戒
、
坐
禅
と
経
行
、
作
務
、
行
鉢
、
提
唱
、
 

経
典
や
禅
録
の
学
習
会
、
参
加
者
ど
う
し
の 

自
由
な
討
論
と
い
っ
た
活
動
を
通
し
て
、
曹 

洞
禅
の
行
持
を
実
際
に
体
験
す
る
機
会
を
提 

供
す
る
の
で
す
。
和
尚
の
力
量
と
参
加
者
の 

や
る
気
さ
え
あ
れ
ば
た
い
し
た
費
用
も
か
か 

ら
ず
に
実
行
可
能
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す 

が
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

大
事
な
の
は
な
に 

ご
と
に
つ
け
て
も
簡
素
を
こ
こ
ろ
が
け
、
大

げ
さ
で
面
倒
な
も
の
に
し
な
い
こ
と
で
す
。
 

少

人

数

で

結

構(

収
益
を
あ
げ
る
の
が
目
的 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら)

。
宿
泊
も
各
自
が 

蒲
団
か
寝
袋
を
持
参
し
て
空
い
た
空
間
に
寝 

泊
り
す
る
く
ら
い
で
い
い
で
し
よ
う
。
な
に 

も
こ
と
さ
ら
に
厳
し
い
修
行
に
す
る
こ
と
は 

あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者
に
あ
わ
せ
て
柔
軟
に 

対
応
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
す
。
要
は
参
加 

者

が

「な
る
ほ
ど
、

こ
う
い
う
も
の
な
ら
学 

ぶ
値
打
ち
が
あ
る
わ
い
」
と
得
心
で
き
る
よ 

う
な
経
験
が
得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
の 

場
を
作
る
こ
と
な
の
で
す
。
或
る
意
味
で
は 

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
形
式
の
禅
入
門
会
と 

い
え
る
で
し
ょ
う
。
各
自
の
創
意
工
夫
で
け 

っ
こ
う
面
白
い
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い 

で
し
ょ
う
か
。
読
者
の
み
な
さ
ん
に
是
非
試 

み
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て 

実
践
報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
も
う
坐
禅 

会
と
い
う
か
た
ち
で
そ
れ
に
近
い
こ
と
を
長 

年
実
践
し
て
き
た
か
た
も
お
ら
れ
る
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
ね
。

こ
う
い
う
地
道
な
寺
の(

一
時
的
に
せ
よ) 

道
場
化
の
試
み
が
い
ま
の
と
こ
ろ
わ
た
し
に 

考
え
ら
れ
る
曹
洞
禅
の
活
性
化
の
手
だ
て
の 

一
つ
で
す
。
禅
の
修
行
に
関
し
て
は
「食
わ 

ず
嫌
い
」

の
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
か 

れ
ら
に
お
い
し
く
て
た
め
に
な
る
「禅
味
」 

を
提
供
す
る
こ
う
し
た
出
会
い
の
場
を
ど
う 

創
り
出
し
て
い
く
か
が
、
曹
洞
宗
青
年
会
の 

各
諸
兄
の
立
ち
向
か
う
ベ
き
大
き
な
課
題
と 

し
て
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

合
掌 

文
•

藤
田
一
照

1
9
5
4
年
、
愛
媛
県
生
ま
れ
。1
9
8
7
年
、
米
国 

マ
サ
チ
ュI
セ
ッ
ツ
州
ヴ
ア
レ
—
禅
堂
の
住
持
と
し
て
渡 

米
、
現
在
に
い
た
る
。
著
書
に
『新
こ
こ
ろ
の
シ
ル
ク
ロ 1
 

ド
』(
共
著 

佐
賀
新
聞
社
刊)

、
訳
書
に
テ
ィ
ク•

ナ
ツ 

ト•

ハ

ン

『禅
へ
の
鍵
』(
春
秋
社
刊)

、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン• 

バ
チ
ェ
ラ1
『ダ
ル
マ
の
実
践
』(

四
季
社
刊)

等
が
あ
る
。
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理事会会議の様子

回

執
行
部
会.

第
十
五
期
全
国
曹
洞
宗
青
年
会

平
成
十
五
年
九
月
五
日
、
曹
洞
宗
檀
信
徒 

会

館
(

菊
の
間)

に
お
い
て
、
全
国
曹
洞
宗 

青
年
会
第
三
回
執
行
部
会•

理
事
会
が
開
催 

さ
れ
た
。

当
日
は
午
前
十
時
よ
り
昼
食
を
挟
み
午
後 

二
時
ま
で
執
行
部
会
、
引
き
続
き
午
後
二
時 

よ
り
理
事
会
が
開
か
れ
、
は
じ
め
に
各
委
員 

会
よ
り
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。
 

そ
の
後
、
本
会
で
は
多
く
の
議
事
が
上
程. 

審
議
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
三
十
周 

年
記
念
事
業
・
禅
文
化
学
林
に
つ
い
て
は
、
 

準
備
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
阿
部
光
裕
師
よ 

り
、
企
画
資
料
に
沿
っ
た
日
程•

会
場
等
の 

具
体
的
な
説
明
が
あ
り
、
管
区
理
事
並
び
に 

執
行
部
出
席
者
と
積
極
的
な
意
見
交
換
が
な 

さ
れ
た
。

理
事
会
開
催

全
曹
青
情
報
局
、

地震が怖い…

春は花夏はと ＞ぎす秋は月 

冬雪さえマすぐIがりけり

spc工法による
小樽市宗円寺五百羅漢収蔵庫 

2000年8月竣工

改修したい、いや、新築かなあ•••

こんなお声があるようでしたら

ごく最新の社寺建築のSPC工法をお薦めします。

筋交無しで阪神大震災の3倍の震度にも耐える、 

高さ広さにも殆ど縛りはなく（高さ31m、広さ3000iriまで）、 

正に経済的で極めて有利な、 

伝統工法を科学したものです。

勿論、全国各地に200軒以上の社寺建設の 

実績を持つ福井の石森屋からのお知らせです。

•何なりとお気軽にお問い合わせください

TEL 0776-61-2222 FAX 0776-61-2224

大本山永平寺御用達

品株式会社石森屋警も二究

〒910-1142福井県吉田郡松岡町兼定島

詳しくは http://www.ishimori.jp7j
E-mail: ishimoriya@ishimori.co.jp
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委
員
会
紹
介

総

務

委

員

会

総
務
委
員
会
紹
介
の
前
に
、
過
日
起
こ
り 

ま
し
た
十
勝
沖
地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
会 

員
並
び
に
ご
寺
院
様
、
ま
た
、
被
災
に
よ
っ
て 

今
も
不
自
由
な
生
活
を
し
て
お
ら
れ
る
す
べ 

て
の
皆
様
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

十
五
期
全
曹
青
が
ス
タ
ー
ト
し
て
四
ケ 

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
皆
様
ご
存 

知
の
よ
う
に
当
委
員
会
は
前
期
の
「総
合
企 

画
」
か

ら

「総
務
」

へ
と
名
称
変
更
が
な
さ 

れ
ま
し
た
。
当
然
担
当
す
る
業
務
も
変
わ
っ 

て
き
た
わ
け
で
す
が
、
事
務
局
と
同
様
に
会 

務
の
迅
速
な
遂
行
は
も
と
よ
り
、
名
簿
や
事 

務
デ
ー
タ
管
理
、
常
住
の
組
織
で
な
い
為
の 

弊
害
に
対
す
る
改
善
策
の
検
討
等
、
組
織
の 

基
盤
と
な
る
石
を
一
つ
で
も
二
つ
で
も
積
み

上
げ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
継
続
事
業
と
し
て
今
期
も
花
祭 

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
い
た
し
ま
す
。
内 

容
は
封
筒
に
花
の
種
、
甘
茶
の
テ
ィ
ー
パ
ッ 

ク
、
三
仏
忌
の
説
明
文
を
入
れ
た
も
の
を
実 

費
配
布
い
た
し
ま
す
。
九
月
に
こ
の
内
容
を 

中
心
と
し
た
委
員
会
を
開
催
し
大
方
の
方
向 

性
を
出
し
検
討
中
で
す
。
新
封
筒
デ
ザ
イ
ン 

の
紹
介
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
次
号 

『
そ
う
せ
い
』(

二
月
号)

に
掲
載
い
た
し
ま 

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

以
上
、
総
務
委
員
会
の
紹
介
と
現
状
を 

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
二
年
間 

ス
タ
ッ
フ
一
同
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま 

す
。

• 

各

委

員

コ

メ

ン

ト
•

♦

委
員
長

大

坂

恵

司
 

(

い
ず
も
曹
青)

「
皆
の
全
曹
青
が
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進

で
き
る
よ
う
、

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
任
務
を

全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

清

水

孝

雄
 

(

北
海
道
第
一)

「
大
坂
委
員
長
の
下
、
全
曹
青
の
活
動
に 

微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
す
。
」

「
委
員
長
を
補
佐
し
、
事
業
の
充
実
に
貢 

献
す
る
こ
と
を
、
目
標
に
致
し
ま
す
。
」

近

藤

光

徳
 

(

岩

手

曹

青
)

「
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
に
飛
び
込
ん
だ
全 

曹
青
、
他
の
委
員
さ
ん
の
足
手
ま
と
い
に 

な
ら
な
い
よ
う
、
任
期
中
一
生
懸
命
頑
張 

り
ま
す
。
」

大

海

聡

恭
 

(

佐

賀

曹

青
)

「
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

下

路

光

淳
 

(

和
歌
山
曹
青)

「
皆

様

に

ご

迷

惑

を

お

か

け

し

な

い

よ 

う
に
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま 

す
。
」

《
花
祭
り
キ
ヤ
ン
ペi

ン
問
合
せ
先
》 

総
務
委
員
長 

大
坂 

恵
司

島
根
県
安
来
市
沢
町6
8
5

地
福
寺 

£
/

fax0
8
5
4
 I 2
2
 I 4
4
6
0
 

携 

帯 0
9
0
 1 4
1
4
1
 1 6
7
8
0

松

崎

真

雄
 

(

新

潟

曹

青
)

「
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
如
く
熱
い
委
員
長
を
助 

け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
入
し
続
け
ま
す
。
」

森

如

謙

(

岐

阜

曹

青
) 

「
委
員
会
出
向
は
初
め
て
で
す
が
、
与
え 

ら
れ
た
任
務
を
全
う
し
た
い
と
思
い
ま
す 

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
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インターネットの 
世界をのぞいて

みよう！
<23>

ちょっと気に

パソコンを使って作業するとき、様々な用途に適したソフトウェ 

アがあります。ここでは、インターネット上でダウンロードできる 

「ちょっと気になるソフト達」を紹介します。

インターネットに限らず雑誌の付録などにもおもしろいソフトが 

紹介されていますので自分にあったもの、使えるものを探してみて 

ください。

なるソフト達

1.桜時計【著作権者】宇野信太郎氏

フリーソフト

D L — http://www.forest.impress.co.jp/library/skrw.html
作者 H P 一 http://www.venus.dti.ne.jp/~uno/index2.html
NTP （Network Time Protocol）サーバーあるいは SNTP （Simple 

Network Time Protocol）サーバーにアクセスして、パソコンの内蔵時計 

の時刻を修正するソフト。

2.秀丸エディタ【著作権者】（有）サイトー企画 代表斉藤秀夫

シェアウェア¥4,000
D L 一 http://hide.maruo.co.jp/
Windows標準では、メモ帳で編集したファイルを、秀丸エディタで編 

集することができます。プログラムQソースアチイル編集やメール編集、 

HTML編集など、様々な「テキスト」を使うシーンに高機能かつ軽快に使っ 

ていただけます。

3. NextFTP【著作権者】トックス情報システム 代表 界外年応

シェアウェア¥2,000
D L 一 http://www.toxsoft.com/
初心者から上級者まで、使いやすい高機能日本語FTPクライアシトソフ 

トです。プログラムだけでなくヘルプもすくて日本語ですので、：英語が分 

からなくても使用できます。次世代インターネットプロトコルの「IPv6」 

に対応しています。ADSLやCATVや％フアイバーなどのブロードバンド 

に対応しています。

4.和暦博士【著作権者】司馬拓也

フリーソフト

D L -* http://www.hokushin-media.com/osl/wareki.html
暦（こよみ）の検索ソフトです。西暦年数から和暦の年号と年数を検索 

したり、その逆に和暦の年号から西暦年数を検索することができます。ま 

た、干支も九星もたちどころに分かります。さらに天皇名を入力して検索 

すれば、その天皇の在位期間が西暦と和暦で何年から何年までであったか 

が瞬時に分かります。

5.シン覚え書【著作権者】T.Chiba
フリーソフト

D L —* http://www2.famille.ne.jp/~chiba/software/0boeGaki/index.html
「ネットワーク対応（e-mailを送れる）」「ネットワーク決議システム」「ア 

イコン化•非表示化できる」と「外部ソフトを呼び出せる」そして「描画 

拡張ライブラリイ」をその特徴としている、と作者は言います。「電子疑 

似付箋紙」の機能と「簡易版ラウンチャ」の機能/「簡易コミュニケーショ 

ン•ツール」の機能を併せ持ったソフトです。

6. DDwin【著作権者】草本和馬

フリーソフト

D L —* http://homepage2.nifty.com/ddwin/
DDwinは、Windows環境下で動作する辞書検索ソフトウェアです。

対応する辞書は、電子ブック（SONY DATA Discmanで使用される辞 

書）、及び、EPWING規約のCD-ROM、小学館『ランダムハウス英語辞典』、 

平凡社』専界大百科事典』（現在入手不可能な旧版にのみ対応）です。

7. Spybot - Search & Destroy 【著作権者】Patrick Kolla 氏
フリーソフト

D L f http://spybot.eon.net.au/
紹介サイ ト—* http://www. dream-seed, com/server/spybot. html
:把ちインソフトなどをインストールすると勝手にくっついてきて、情 

髀ら何やらを勝ってド送信してしまう困ったプログラム「スパイウェア」 

検索•削除ツール、それが「Spybot - Search &Destroy」です。Spybotは、 

ドイツ製ですが、ありがたいこゝとに日本語に完全対応して、メニュー •ダ 

イアログを日本語表示してくれます。

8. Donut P【著作権者】UH （オリジナルのコード部はmb氏DOGStOre氏） 

フリーソフト

D L — http://donutp.com/
最近流行りのタブブラウザ。メモリは節約できるし、Popup広告は閉じ 

れるし、；サインドウは扱いやすいしバセキュティレベルも簡単に切り替え 

られる。良い事だらけです。マウスジェスチャーも便利。

9.今昔文字鏡フォント 【著作権者】紀伊國屋書店
フリー（フォントのみ'

DL. 一 http://www.mojikyo.com/
最近ようやく実用的になってきたUnicodeのCJK漢字はもちろん、諸橋 

大漢和辞典収録の約5万字の漢字もすべて収録されています。更に、古く 

は甲骨文字から梵字、現代中国で使われている簡体字まで、多種多様な文 

字が収録されています。また、仮名•水文•記号•返り点等もある。

10. Fetch（日本語版） 【著作権者】Fetch softworks社
シェアウェア¥2,500
D L —► http://www.hart.co.jp/fetch/
Macintosh用インターネットファイル転送ソフトです。MacからWWW 

サーバーにファイルを転送したいとき、とても便利に使えます。Fetchは 

Macユーザーになじみやすいユーザーインターフェイスを持っていますの 

で、「ディレクトリの移動」「ファイルの選択」「送信」「受信」など、ほと 

んどの動作をマウスだけで行うことが出来ます。日本語版のみの機能とし 

て、「テキストファイルの漢字コード変換」もあります。

「法衣•袈裟

再生屋本舗
難が元らせる。リフオーム時代 上水引•柱巻•五鏡•吊り墓装置題

岳衣生洗しで

Gt•エ山帽我い仕立直し）住壓凝D 
0慵袈裟洗し“西中台替）事紐替） 

（袈裟裏地替）CM裏替）（法衣丈i 
G去衣胴裏交換）逢的替•色直し】 

色抜け直しXシミ技丸洗い）

本堂内も演出の時代へ。1人でも簡単に•安全に•きれいに 

水引•柱巻•五色幕•別織物の 

ご用命承ります。

※少々のほころびは、サービス補修します。

大 衣6,800円
改良服5,600円 

七条袈裟5,600円
※当店の洗いは、法衣専門の清洗いです。

※染直し•仕立直し-

手動式

機械式

電動式

1 58,000 円〜

298,000 円〜

590,000 円〜

取付け工事込み価格です。

法衣•仏具•贈答品
"ハ J 一 T457-0007
& ル名古屋市南区駆上二丁目1番2号 

気 TEL052 （824） 8900 FAX052 （819） 6445 
地下鉄新瑞橋駅南徒歩5分

SOUSEI 2003.11 24



寺お

策

諏
訪
山
吉
祥
寺

東
京
都
を

横
断
す
る
大
動
脈J
R
中
央 

線
。
こ
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
電
車
が
通
る
駅
の 

名
前
に
、3
ヶ

所
だ
け
は
「
寺
」
の
文
字
が 

入
る
。
「
高
円
寺
」
「
吉
祥
寺
」
「
国
分
寺
」
 

で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
武

蔵

野

市

の

「
吉
祥 

寺
」
だ
け
は
実
際
に
そ
こ
に
お
寺
が
あ
る
わ 

け
で
は
な
い
。
意
外
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
事 

実
だ
が
、
実
は

本
家•

吉
祥
寺
は
駒
込
の
静 

か
な
町
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い 

る
の
だ
。

・
吉
祥
寺
建
立
の
い
き
さ
つ

駒
込
に
あ
る
吉
祥
寺
の
創
建
は
室
町
後
期 

(

長

禄

二
年•

一
四
五
八
年)

、
太
田
道
灌
が 

江
戸
城
を
築
城
し
た
と
き
に
、
現
在
の
和
田 

倉
門
近
く
の
井
戸
か
ら
「吉
祥
」

の
文
字
を 

刻
し
た
金
印
が
発
見
さ
れ
、

こ
れ
を
瑞
祥
と 

し
て
一
寺
を
建
立
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
っ 

た
。
そ
の
際
に
日
頃
よ
り
尊
敬
さ
れ
て
い
た 

青
巌
周
陽
禅
師
を
請
し
て
開
山
と
し
、
山
号 

を

「諏
訪
山
」
と
称
し
た
。

・
駒
込
の
地
に
落
ち
着
く
ま
で 

天
正
年
間
、
徳
川
家
康
が
江
戸
城
に
入
り
、

城
の
拡
張
を
行
な
う
た
め
に
神
田
駿
河
台
に 

移
転
を
命
じ
た
。

こ
の
と
き
の
表
門
は
現
在 

の
水
道
橋
付
近
に
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
壮 

大
な
境
内
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
で 

あ
ろ
う
。
ま
た
、
現
在
の
水
道
橋
は
元
禄
元 

年

の

頃

ま

で

は

「吉
祥
寺
橋
」
と
呼
ば
れ
て 

い
た
。

明

暦

三

年(H

ハ
五
七
年)

一
月
十
八
日 

に
い
わ
ゆ
る
江
戸
時
代
で
最
も
大
き
な
火
事 

「
明
暦
の
大
火
」

に
よ
っ
て
、
吉
祥
寺
は
全 

焼
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
幕
府
は
火
災
後 

の
江
戸
復
興
を
兼
ね
た
大
が
か
り
な
都
市
計 

画
事
業
を
展
開
す
る
が
、

こ
の
際
に
江
戸
城 

周
辺
に
あ
る
寺
社
を
移
転
さ
せ
、
火
避
け
地 

に
す
る
と
決
定
し
た
。

こ
の
施
策
に
よ
っ
て 

吉
祥
寺
は
現
在
の
駒
込
の
地
に
移
転
さ
れ
る 

に
い
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
城
に
在
っ 

た
の
が
約
百
三
十
年
間
、
駿
河
台
に
在
っ
た 

の
が
約
七
十
年
間
、
現
在
の
駒
込
に
移
っ
て 

か
ら
約
三
百
五
十
年
に
な
る
と
い
う
。
 

現
在J
R
中
央
線
の
駅
名
に
も
な
っ
て 

い
る
吉
祥
寺
の
街
名
は
、
そ
の
武
蔵
野
の
地

二
百
万
石
が
徳
川
家
か
ら 

吉
祥
寺
へ
寄
進
さ
れ
、
開 

墾
さ
れ
た
農
地
で
あ
っ
た 

こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
の 

後
は
明
治
政
府
に
献
上
し 

た
経
緯
が
あ
る
と
い
う
。
 

■

駒
澤
大
学
の
前
身

「施
檀
林
」 

と
こ
ろ
で
、
吉
祥
寺
と 

い
え
ば
旃
檀
林
と
呼
ば
れ 

る
学
寮
と
し
て
も
有
名
で 

あ
る
。
芝
の
愛
宕
に
あ
る 

青
松
寺
獅
子
吼
林
、
三
田 

の
泉
岳
寺
獅
子
窟
と
と
も

▲二宮尊徳の墓

▼大仏様がやさしい目で

に

三

大

学

林(

僧
侶
の
専
門
的
養
成
の
場) 

と
呼
ば
れ
、
曹
洞
宗
の
宗
学
を
修
得
す
る
道 

場
と
し
て
、
ま
た
宗
学
の
聖
地
と
し
て
栄
え 

た
。

こ
の
旃
檀
林
は
宗
門
大
学
で
あ
る
駒
澤 

大
学
の
前
身
に
あ
た
る
。

旃
檀
林
は
第
五
世
用
山
元
照
禅
師
が
神
田 

駿
河
台
時
代
に
創
設
し
、
駒
込
へ
移
転
し
て 

か
ら
そ
う
名
付
け
ら
れ
た
。
明
暦
の
大
火
後
、
 

第
十
三
世
離
北
良
重
禅
師
の
時
に
は
旃
檀
林 

の
学
寮
も
二
十
七
棟
を
数
え
、
千
人
を
超
え 

る
学
僧
を
収
容
し
そ
の
偉
容
を
誇
っ
た
と
い 

う
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日 

の
東
京
大
空
襲
に
遭
い
、
大
堂
宇
は
山
門
と 

経
蔵
を
残
し
全
て
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
う
。
 

そ
の
後
は
昭
和
二
十
八
年
奈
良•

薬
師
寺
の 

東
塔
を
模
し
た
仏
殿
と
書
院
を
再
建
し
、
昭 

和
三
十
九
年
に
は
檀
信
徒
の
絶
大
な
る
尽
力 

に
よ
り
本
堂
を
建
立
し
現
在
に
至
る
。

■

二
宮
尊
徳
の
お
墓

吉
祥
寺
の
墓
地
に
は
有
名
知
識
人
が
多 

く
、
昨
今
の
有
名
人
と
し
て
は
、
二
宮
尊
徳
、
 

川
上
眉
山
、
梭
本
武
揚
、
鳥
居
耀
蔵
な
ど
の 

墓
が
あ
る
。
ま
た
寺
内
に
は
徳
川
家
康
が
寄 

進
し
た
毘
沙
門
天
像
、
更
に
家
康
が
城
中
見 

廻
り
の
際
に
使
用
し
た
籠
、
徳
川
五
代
将
軍 

綱
吉
よ
り
下
附
さ
れ
た
江
戸
城
の
登
城
太
鼓 

な
ど
の
江
戸
幕
府
と
密
接
に
関
係
し
た
歴
史 

が
感
じ
ら
れ
る
数
々
の
寺
宝
が
あ
る
。
 

・
吉
祥
寺
へ
の
い
ざ
な
い

山
門
か
ら
本
堂
ま
で
は
約2
0
0

メ
ー
ト 

ル
ほ
ど
あ
る
だ
ろ
う
か
、
そ
の
広
大
な
境
内 

を
見
渡
す
と
、
か
つ
て
一
千
人
を
超
え
る
僧

見つめてくださる

侶
が
学
ん
で
い
た
学
林
の
面
影
が
残
っ
て
い 

る
。
こ
こ
で
、
青
年
僧
た
ち
が
真
剣
に
道
を
求 

め
て
い
た
の
か
と
思
い
を
め
ぐ
ら
し
、
自
分 

の
学
生
時
代
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
脱 

帽
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
「流
水
に 

間
断
無
し
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
川
の
水
は 

絶
え
間
な
く
流
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
 

学
生
時
代
に
限
ら
ず
、
生
涯
を
通
じ
精
進
し 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
た
。
 

吉
祥
寺
で
二
宮
尊
徳
の
お
墓
に
お
参
り 

し
、
勤
労
や

積

小

為

大(

小
さ
な
努
力
の
積 

み
重
ね
が
大
き
な
結
果
を
生
む)

な
ど
の
教 

え
に
耳
を
傾
け
る
。
そ
ん
な
静
か
な
時
間
を 

過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
？
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去
る
、
七
月
二
十
六
日
に
宮
城
県
河
南
町
地 

区
に
直
下
型
地
震
が
連
続
し
て
発
生
し
、
付
近 

の
家
屋
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
 

宮
城
県
地
方
に
は
、
去
る
五
月
三
日
に
も
地
震 

が
発
生
し
、
被
害
を
受
け
て
い
た
だ
け
に
、
改 

め
て
同
様
の
地
域
が
被
災
す
る
と
は
、
思
い
も 

よ
ら
な
い
事
で
し
た
。

私
は
、
七
月
三
十
日
に
現
地
入
り
し
、
伊
串 

東
北
管
区
理
事
の
ご
案
内
で
、

い
く
つ
か
の
被 

災
さ
れ
た
お
寺
を
拝
登
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し 

た
。
屋
根
か
ら
滑
り
落
ち
た
瓦
、
基
礎
か
ら
浮 

き
上
が
っ
た
本
堂•

庫
裏
、
散
乱
す
る
位
牌
。
 

墓
地
へ
回
れ
ば
、
石

仏•

墓
石
の
倒
壊
す
る
姿 

を
目
の
前
に
し
た
時
は
言
葉
も
無
く
、
被
災
者 

の
方
々
の
事
を
思
う
と
や
り
き
れ
な
い
思
い
で 

し
た
。

本
年
は
、
宮
城
県
の
地
震
ば
か
り
で
は
な 

く
、
十
勝
沖
地
震
も
発
生
。
ま
た
、
九

州•

北 

海
道
で
は
大
雨
に
よ
る
水
害
等
の
様
々
な
自
然 

災
害
に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
大
切
な 

人
命
さ
え
奪
わ
れ
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
 

天
候
の
不
順
に
よ
っ
て
農
作
物
の
収
穫
に
も
深 

刻
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス 

の
一
場
面
で
、
あ
る
漁
師
の
方
が
次
の
よ
う
な 

コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
「我
々
は
漁 

を
通
じ
て
自
然
の
中
の
一
部
を
与
え
ら
れ
、
そ 

れ
に
よ
り
生
か
さ
れ
て
い
る
。
『大
漁
だ
っ
た
』 

と
言
っ
て
も
、
我
々
が
自
然
に
立
ち
向
か
っ
て 

打
ち
勝
っ
た
訳
で
は
無
い
。
」

こ
れ
は
、
現
実 

に
自
然
と
向
き
合
っ
て
生
活
す
る
方
の
貴
重
な 

言
葉
で
あ
り
、
「我
々
も
自
然
の
中
で
生
か
さ 

れ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
痛
感 

さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

末
筆
な
が
ら
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
生
活
の 

早
い
復
旧
と
、
心
の
傷
の
回
復
を
お
祈 

3
り
申
し
上
げ
ま
す
。

鶴

全
国
曹
洞
宗
青
年
会

会

長

山

口

英

寿

エ コ

クッキング

捨てればゴミ

活かせば

執行部からのお知らせ

りんご0フレバーティー
「りんごが赤くなると、医者が青くなる」といわれるほど、りんごは昔 

から健康によい果物として知られています。りんごは食物繊維とカリウム 
が理まな果物です

りんごに含まれる食物繊維のペクチンは、おなかの善玉菌を増やし有害 

菌を減らしますので、腸を整えるはたらきが強いのです。りんごは便秘の 

ときはもちろんですが、ややおなかがゆるいときにも、おすすめの果物で 

す。すりおろせぱ、小さいお子さんからお年寄りにも食べやすくなります。

カリウムはナトリウムの排出を促し、血圧を下げる効果があります。こ 

れを証明するかのように、りんご農家が多い青森は、1人あたりのりんご 

を食べる量が多いので、塩分を多く取る東北地方のなかでは高血圧の人の 

割合が低いというデーターもあります。

りんごの赤い皮には、アントシアニンという細胞の酸化を防ぐ成分が含 

まれています。農薬の心配の少ない低農薬のりんごを皮ごと、まるごと食 

べることで、細胞のサビを予防するので、ガンや生活習慣病などの予防に 

もつながり、若さを保つ効果も期待できます。

こんな、優れたパワーを持つりんご。今回は、りんごの皮を利用した、 

紅茶の紹介です。いつも飲んでいる紅茶に加えるだけです。りんごのほか 

みかんでもおいしくできます。

りんごとジャガイモをいっしょの袋にいれておくと、ジャガイモの芽止 

めになります。固いキウイフルーツの場合には、りんごが柔らかくおいし 

くしてくれます。

♦材料.

紅茶/小さじ4、りんご/1個分の皮、熱湯/3カップと3カップ、好み 

でハチミツや砂糖/少々

♦作り方.

①りんごの皮は 

ザルに入れて、1 
から2日干してお 

<0
②ポットを熱湯で 

温め、お湯を捨て、 

紅茶と切った①を 

入れる。

③②に熱湯を注 

ぎ、3分おき、カッ 

プに注ぎます。好 

みでハチミッや砂 

糖をいれる
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「そ
う
せ
い
」

121
号
に
つ
い
て 

平

素

は

「
そ
う
せ
い
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
す̂

「
そ
う
せ
い
」

面
号
の
誌
面
上
で
、
読
者
の
方
よ
り
次
の
よ
う
な 

ご
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

①
6

ペ

ー

ジ

『
民
主
主
義
を
超
え
て
仏
主
主
義
の
教
育
を
』

の
誌
面 

上
、
「
こ
の
娑
婆
国
土
は
…
」
と
い
う
表
現
に
対
し
て
読
者
の
方 

よ
り
問
題
提
起
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
執
筆
者
と
の
意
見 

交
換
を
し
、
研
鑽
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
すQ 

②

25
ペ

ー

ジ

『
全
日
本
仏
教
青
年
会
全
国
大
会
』

の
誌
面
上
、
「
新 

興
宗
教
が
は
び
こ
る
世
の
中
」
と
い
う
表
現
は
、

〃
新
興
宗
教" 

は
現
在
で
は
〃
新
宗
教
〃
と
呼
ぶ
の
が
通
常
で
あ
り
、
私
た
ち
の 

認
識
不
足
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
ま
た
〃
は
び
こ
る"

と
い
う
表 

現
に
つ
い
て
は
、
適
切
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
 

以
上
の2
点
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
、
私
ど
も
の
研
鑽
の
至 

ら
な
さ
を
認
識
し
、
今
後
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
つ
と
め 

て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全

国

曹

洞

宗

青

年

会

会

長

山

口

英

寿

『そうせい』122号において、以下の点に誤りがございました 

のでここに訂正しお詫び申し上げます。

21ページ決算•予算

•決算聿3行目
（誤）差引金額3,114,404円-（正）差引金額3,111,004円

•決算書下から2行目
（誤）残額3,111,104円-（正）残額3,111,004円

•予算書項目

（誤）「予算」、「決算」-（正）「前年度予算」、「本年度予算」

•予算書収入（協賛金）

（誤）本年度予算630,000円 増減△370,000円-（正）本年度 

予算1,000,000円増減0円

•決算書、予算書 事業助成金（備考欄）

（誤）宗務長一（正）宗務庁

「そうせい」に対するご意見•ご感想をお寄せ 

下さい。

あて先 〒369-0301
埼玉県児玉郡上里町金久保701陽雲寺内

そうせいサロン係



古紙100%再生紙

CLUB REPORT

青年会
第二宗務用青年会I ロロ

ロロ

l事務局|橋本真英I会員「78名 
■"

発 足I昭和5 3年l会 長［池田 尊候「副会長I大崎 道春 

幹事丨菊地慈海、峰田謙二、芳村元悟、岡田博孝

d

宙 

洞
宗
北
海
道
第
二
宗
務
所
青
年
会
は 

毒
日
昭
和
五
十
三
年
に
設
立
さ
れ

、
今
年 

で
二
十
五
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
現
在
は 

六
教
区
七
十
八
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま 

す
。
活
動
と
し
て
は
、
年
度
初
め
の
総
会
、
 

研
修
会
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
が
メ
イ 

ン
で
あ
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
と 

も
に
青
年
宗
侶
と
し
て
の
研
鑽
を
深
め
る
こ 

と
も
念
頭
に
置
い
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま 

す
。
六
年
に
一
度
は
北
海
道
大
会
の
ホ
ス
ト 

を
務
め
て
い
ま
す
。
昨
年
が
北
海
道
大
会
の 

ホ
ス
ト
を
務
め
た
年
で
あ
り
、
会
員
相
互
の 

つ
な
が
り(

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク)

を
主
点
と
し
た

-X3 W4.A公式サイト
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暦洞気進海道置車計

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
メ
イ
ン
に
据
え
た
大 

会
の
運
営
を
文
字
通
り
宗
務
所
青
年 

会
会
員
の
総
力
を
結
集
し
執
り
行
い 

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
十
一
月
に 

は
全
曹
青
の
慕
古
事
業
と
し
て
開
催 

さ
れ
ま
し
た
禅
文
化
学
林
へ
の
参
加 

を
研
修
旅
行
と
い
う
形
で
実
施
も
い 

た
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
役
員
改
選 

の
年
で
も
あ
り
、

三
役
を
は
じ
め
、
 

役
員
の
顔
ぶ
れ
も
大
き
く
変
わ
り
、
 

新
た
な
気
持
ち
で
歩
み
始
め
た
と 

こ
ろ
で
す
。
来
年
度
に
は
研
修
会
の 

開
催
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す 

が
、
全
曹
青
三
十
周
年
の 

記
念
事
業
と
歩
み
を
合
わ 

せ
て
計
画
を
進
め
て
い
く 

予
定
で
居
ま
す
。
各
教
区
、

妙:そ

研修旅行の様子

宗
務
所
、
全
道
、
そ
し
て
全
国
と 

会
員
一
大
一
大
を
確
か
に
つ
な
ぎ 

止
め
る
要
と
し
て
活
動
を
展
開
し 

て
い
く
こ
と
が
今
期
の
課
題
と
い 

え
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
が
受
け
た
傷
は
吝
か
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
災
害
に
よ
っ
て
受
け 

た
多
く
の
こ
と
を
教
訓
と
し
、
そ
し
て
よ
り 

会
員
相
互
の
協
力
体
制
を
築
い
て
い
く
必
要 

性
を
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。
全
国
各
所
の 

大
勢
の
皆
様
か
ら
も
非
常
に
暖
か
い
励
ま
し

七

般
(

九
月
二
十
六
日)

発
生
し 

夕
ま
し
た
二
〇
〇
三
年
十
勝
沖

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
紙
面
を
借 

り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ

地
震
の
た
め
に
会
員
を
含
め
た
多 

く
の
寺
院
が
被
災
を
し
ま
し
た
。

れ
か
ら
も
復
興
の
た
め
の
時
間
は
寺
院
の
み 

な
ら
ず
、
北
海
道
民
に
と
っ
て
続
い
て
参
り

宗
務
所
の
み
な
ら
ず
、
全
北
海
道 

規
模
で
の
被
災
と
な
り
ま
し
た
。

ま
す
。
御
指
導
、
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
誌
編
集
部
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
先 
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